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乳牛舎の環境調節

堂腰 純

(北海道大学農学部)

1 はしがき

積雪寒冷地帯では冬季聞の乳牛飼育を畜舎K頼らざるを得なし、。しかも経済動物としての生産を維

持するためKは、それ相応K必要な条件が充足されなければ、その実をあげることができなし、。すな

わち、低温な外気の影響を受けて、舎内の天井、壁の結露が著しく、冬期間牛の背中が滴り落ちる水

で乾く暇のないといった低温高湿な畜舎もまれではなし、。また朝方牛舎の扉をあけると向う側が湯気

で見えない様な畜舎では、疾病の多発が普通であり、乳房炎、下痢等のためK投薬を余儀なくされて

いるO これらの現象は多頭飼育の傾向と共K顕著Kあらわれ、冬期間の畜舎は結露するものとの前提

K立って設計がなされたものもあらわれているO

畜舎内Kおける動物環境条件を検討してみると、牛の体温おより呼吸Kよって発生する熱量、また

水分量を畜舎の放熱状態、および換気の面から考察するとき、低温な外気K対しても必要な舎内環境

条件を維持しながら、健康的な畜舎管理が可能であることが明らかKされるO むしろ、乳牛は高温K

弱く、寒冷地帯こそむしろ、有利K生産をあげ得る条件すら備えていると云えるo (fig 1.、 2.) 
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f i g 1 

牛の発生熱量は建物と換気

Kよって失なわれる

f i g 2 

熱生産と体温は環境温度K

Kよって変化し、適温帯K

飼育しなければならない

(c omfor七 zone)。



牛の発生する顕熱は建物を断熱することによって保温され十分な換気が可能となる。また換気は、

牛の出す水分のみならず、畜舎内の細菌、臭気、有害カeス、ほこりを舎外に排出して、必要な温度条

件下で、清潔な畜舎環境を保時することが可能であるo ( fi g 3.) 

また断熱された畜舎は真夏の日射の強い時Kその轄射熱を遮断し、舎内を涼しく保つことも可能で

あり、断熱された畜舎は、換気と共に夏、冬を問わず、畜舎環境対策として必須の条件であると云わ

なければならない。(f i g 4.) 

f ig 3 

冬の断熱畜舎は保温ができる

f i g 4 

断熱畜舎は夏の強い日射の影響を避け

ることができる

このような畜舎対策Kより、外気温の変動量を和らげ、高温を抑制し、低温を補うことができる。

( f i g 5.) 

乳牛は低温下に於ても産乳は可能であるが、それだけの乳量K対する必要なエネノレギ」として沢山

の給餌を補なわねばならなし、。これは牛の体力を維持することからも当然であるO 従って経済的生産

をあげる意味からも、環境調節の対策は重要であると云わねばならなし、。畜舎環境が低温托すぎても、

高温Kすぎても生産性を望むことはできなL、。これらは畜舎設計の基本的対策であり、十分K検討す

る必要がある。(f i g 6.、 7.) 
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f i g 5 

断熱畜舎は日温度較差をや

わらげる



(本資料Kついて名称の翻訳および単位の換算等未整理のまま示したことを御ゆるし願い度い己)
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適温環境以外は生産性を損
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2 畜舎換気ができるための前提

牛は牛舎と L、う閉鎖された環境下Kおいてどの様K熱を出し、水分を蒸散しているかを知らなけれ

ばならなし、。(fi g 8.) 
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f i g 8 

低温Kおいて顕熱生産が大

で、高温Kおいて潜熱生産

が大である

f i g 9 

舎内温度を一定K保つ換気

量と、湿度を一定K保つ換

気量は一致しなし、。低温に

おいては定湿K、高温Kな

るK従ぃ定温Kする



図より明らかな如く、低温時Kは顕熱(直接空をあたためるのに放出される熱量)が大きく、高温

時Kは水蒸気の発散量が多L、。舎内温度を一定K保ちたし、とするならば、顕熱が建物からの放熱と換

気Kよって失なわれる熱量を平衡情態を保たなければならなし、。(f i g 9.、式)

顕熱と換気量および潜熱と換気量の関係をストーノレタイプの牛舎Kついて 1式'... 2式K示すO

冬季聞の外気は相対湿度が高くても絶対湿度(空気中の水蒸気量句/1kgの空気)が小さい。従っ

てその空気が暖められると相対湿度が低くなるので、低温な外気でも畜舎内で暖められると乾燥した

状態となるo (f i g 1 O.、 1 1.) 

これK牛小ら発生する水分量を混合して舎外K排出することが、畜舎内の水分を舎外K排除する手

段となる。すなわち、動物から発生する熱が如何に低温な入気の昇温K関与できるかが重要なカギと

なるO これは畜舎の天井から入気することによって可能であり、低位置からの入気Kよって解決しな

し、。

顕熱と換気Kよる平衡条件

v ~ AU '-
v= fQs一一一(ムT)J 

1 4.4 X (ムT)、 N

v =毎分換気量 m" 

v =舎内温の空気の比容積 (m"/旬)

1 4.4 = O. 2 4 (空気比熱)X 6 0 (分)

ム.T =内外温度差

Qs =Nトンの毎時発生する熱量(Kcal ) 

A =放熱K関係する面積(m") 

U =熱貫流率(Kcal/m". h・.C) 

N =収容されている牛の総体重(七on)

潜熱と換気Kよる平衡件件

v Q L 
v=一-x 

6 0 r X (ムx)

QL  =体重 1トン換算重量の毎時発生する潜熱量(Kca 1) (但し舎内温時)

r =蒸発の潜熱(Kcal/均)(但し舎内温時〉

ム x =内外絶対湿度差(旬)

fig 10  -5.C、 1 0 0 % R、Hの外気も十 5.Cでは相対温度が約半分となる。
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家畜の顕熱Kよって低湿となった空気は舎内水分を含んで排気されるOf i g 1 1 

動物の発生する顕熱、潜熱を表ー 1(1(示すO

乳牛(41
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表 -1 

母豚とその子{1)

kcal/hr・七 on
l， 7 8 0 

1， 1 4 0 

熱の種類

熱顕

熱潜

計t. 
ロ 1， 8 9 0 1 1. 1 2， 3 3 5 2， 9 2 0 

舎内温度 15. 6 .C ( 6 0下)(1) 註

1 O. 0 .C ( 5 0下)11 (2) 

2. 2 7 kg重1 2. 8 .C ( 5 5下)11 (3) 

1 O. 0 .C ( 5 0下)H (41 

畜舎の中の温度、湿度を希望する条件下K保持しようとするためKは、舎内で発生する水蒸気量K

相対する分を換気Kよって排除し、建物および換気Kよって失われる熱量を、動物の発生する

1 2の湿り空気線図は示しているO平衡を保つことが必要であることを fig

f i g 1 2 

温湿度一定となる

ための顕熱、潜熱

の平衡を示す湿り

空気線図

RH 100・んKg/Kg' 

舎
内
庫
内
水
蒸
気
量
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。C
適正な断熱換気



すなわち横方向の具体的対策は fi g lZでも断熱の必要であることを示しているし、また式 1の右

辺第 2項は建物からの放熱を示し換気量を大きくするためにも、第 2項を小さくしなければならなし、。

すなわち、畜舎の換気は、動物の発生する熱量をし、かK有効κ、畜舎の断熱Kよって利用できるかに

かかっているといえるO

放熱型の無換気畜舎3 

一般K外気が低温な場舎、換気すると水が凍るとか、保温のため不利であるとして換気をしないこ

とが多b、。しかし、水蒸気の発生は毎時止ることなく発生しているO しかも、その空気が低温な壁面

や、天井、屋根においては放熱してたちまちKして露点温度K達する (gig13)

f i g 1 3 

無換気、無断熱畜

舎の結露

/附ぬ出

気温多湿移行型
(最悪)

結露現象発生

;34望i~1えず

舎
内
庫
内
水
蒸
気
量

室温℃

無断熱無換気

事実断燃の不良な畜舎は換気ができないし、換気をしても相対湿度も低くならず、舎内温度が下る

これを 1日の温度変化のサイクノレでみるとき日中は日射や外気の上のみであることが明らかであるO

昇によって、幾分舎内湿度は低下するカ込夜間放熱の時間帯Kおいては、露点温度を経過して著しい

すなわち、相対湿度 100

%の曲線より如何K離れるよう Kするかが重要であれこの具体的対策が断熱と換気であることを示

し、断熱と換気は車の両輪の重要な役目を果し、片方を欠いてはその目的を達しないことが明らかで

乙の様な畜舎が非常K多L、。(fi g 結露をみる K至っているO

あるO この断熱換気対策が適切ではじめて結露現象のあらわれない畜舎が可能となるO

( f ig 
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f i g 14  

結露現象のあ

らわれる温湿

度サイクル

f i g 1 5 

結露現象のあ

らわれない温

湿度サイクノレ



4 畜舎の断熱 dこ水蒸気遮断

外気が低温であれば畜舎の壁、天井、尿を通じて屋外K放熱される。しかし畜舎内の水蒸気量は常

K戸外より多L、。すなわち、屋内の水蒸気圧は戸外より高いためK常に屋外K向って出ょうとしてい

るO もし壁が断熱されていないとすると屋内の壁温度は露点温度以下になってたちまち結露する。

(fig 1 6 ) 

壁面が結露しないためKは壁温が露点温度以上でなければならなし、。そのためKは、放熱を防いで

壁温を上げなければならない。すなわち断熱材の効果であるが、壁面より水蒸気が断熱材K進入して、

断熱材の中で露点温度K達すれば、そこで露結し、大いK断熱性を損うことは、周知の事実である。

このためK、水蒸気は絶対K断熱材の中K進入しないよう K遮断しなければならなし、。 (fig 17) 

したがって吸湿性の大きい断熱材は不利であり、水蒸気を遮断する方法を構ずるカ¥非吸湿性の断

熱材を使用することが求められる理由である。
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舎内水蒸気は断熱材の内壁面

で遮断しなければならない，
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牛はもともと地面と接して活動しているO 中心部の地面の温度は年平均温度K近く、低温でないが

基礎部分から地面を通じて外気K放熱され易い場合は床周辺部K霜や露がみられるO したがってv

外壁のみならず、床基礎部まで断熱する必要性があるO これKよって床面からの放熱は大巾K改善さ

才LるO

壁および天井より放熱された量は断熱材の熱伝導率およびその厚さによって支配されるO 一般の建

材はそれなりの断熱性をもっているが畜舎の断熱性を論ずる場合には火山灰ブロックといえども始ど

その効用を果し得ず、普通その厚さが 1ml(Cもおよぶ厚さで断熱材の 75 mml(C相当する厚さである。

いま畜舎内外の温度差が 1.Cで 1mB

より 1時間K放熱する熱量を熱貫流率Uとし市、放熱量Qは次式で

あらわされるO

Q=AU・ムT

A 
=一一・ ムT

R 

ここでAは放熱面積で天井、壁が関係する m、Rはl/Uで熱抵抗と呼ばれ、熱の逃げKくさをあら

わす。壁は一般に断熱材の他K舛壁材および空間、内装材またはブロック等があり Rはこれらの個々

の熱抵抗の和であらわされるo (fig 16) 

R=Ro十 R1 十 Ra十 Rr十十 R2 十 Ri

Ri、Ro :内、外表面熱伝達抵抗

R2 、 R1 :内外表面材熱抵抗

Ra :内部空間熱抵抗

Rr :断熱材熱抵抗

fi g 1 6より判る通り、全熱抵抗は殆ど断熱材の性能に負う所が大きL、。この R値は寒冷地、温

暖地により異なり、おおまかな目安は気候帯によって示され、およそ値は表ー 2 の通りであるO

さらK壁と天井の R~直は天井が放熱K 関係する所大であり、その割合はほぼ 2:3 (1[配分するとよ

い。即ち壁で 10 cmの厚さの時は天井は 15 cmとし、壁が 75 mmの時は天井 10 0仰とするO

これらの壁、天井、基礎部の全放熱量から平均

'2..AU=AU 

のAUを求め、さら K、この収容面積K飼育される総重量N(トン)の発生する経熱量qsから 1ト

ン当りの重量に対する、放熱の割合を Exposure Factor (露出係数)といい

AU 
EF=寸であらわされる。この値が小さければよいそれKはその地域の設計最低温度と飼

育密度からU値が算定されるO

表- 2 寒冷地の畜舎熱抵抗

断熱材厚さ(1)

天 井 4. 7 1 (m". h r・.C/Kcal)
2. 8 7 

1 4 cm 
8. 6α孔壁

(1) 熱伝導率 0.0 3 Kcal/m. hr・℃とするO

ハU
唱
l
ム



SiOI持6

1/2
n 
PLY滞000

PA関了SOF WALL 総rtVALUE 

側JTSU)ε 窓口RFACE
25/32" Fi符 Sfou~e
I~'持 SPACE BET~智εE制 SiDf持母

IU替窃 u唱SULAτ10鈍
2“窃LAS'S F，eER. ;制SULATla符
f/2~' PLY櫛000 LI時i持母
i持SJDESURFACE 

TOTAL ，持S.、見込LUE (&<1) 

.11 

.岱皐

..91 
7.40 
.63 
.61 

10.10 

膨'ALL: 2"誕 4.'.SγUD 軍l1ALL WITH 2'" OF 
GLASS F5SER I時SULATION，25/32

11

& 

FUR SLDf鎚@嘗 A純o 1/2" PLYWOOD 

LU財閥o.

h
 

1

日
位単

f i g 1 8 壁の熱抵抗は各素材の熱抵抗の和であるO

5 冬季聞の設計最低温度と断熱

冬季聞の讃十最低温度は、出現する最低温度の頻度から求めるのがよ L、。そのためKは建設しよう

うとする地域の気象データの蓄積があれば利用できるカk 得られない場合が多L、その目安としては

1月の平均温度T1 が考えられるカ-¥ .T1 と舎内温度との差ムTでは半分の期間は低温K対処できな

いことを示し、適切でなL、また最低設言十温度を低く見積りすぎると、断熱材の過剰投資となるo 従

って冬季聞の寒さK関与する期間として 12、 l 、 2月中の毎時の温度記録から、温度出現頻度分布

表を作成し、 2.5%確率温度を算定したものをもって設計温度とすることが検討されている。北海道

大学農学部農業気象観測記録昭和 49年 12月より昭和 50年 2月までの記録Kよるとその聞の平均

温度一 4.0 .C VL対し、 2.5%確率温度はー 11 .Cが得られているO すなわち、 1カ月 VL1回出現する

低温以外に対処できる断熱が必要であると考えるO

従って 3カ月の平均温度より約 7---8 .C低温をもって設言廿量低温度とすることが考えられよう。し

かしこれは地域Kより、年次Kより異なるととは明らかであり、更K検討が必要である。

設計最低温度時K、与えられた飼育密度から最適換気量を計算し、舎内温度が 5.C、相対湿度

1 0 0 %を限界として、それtu二の外気温K対して舎内温度の上昇と、低湿化のできる露出係数EF、

-11-



より Uを算定し、断熱厚みを計算するととができる。現在このような断熱厚みをもった畜舎で換

AU 
気をする場合N を小さくすることが換気量を増して、設計最低温度を低くとることができる故ーの

方法であり、熱貫流Uを小さくとることは勿論であるが、 Aを小さく、 Nを大きくとることも有利な

手段であるO これは換言すれば、狭いスペースK大群を飼育することの方がむしろ有利であることを

示し、密飼である程よいことがわかるo しかし、これは自ら群管理の面から制約のあることは勿論で

ある治主過去において約 1頭当り 10m"であった飼育密度が米国Kおいては約 7m以下忙なりつつあ

る大きな理由ともなっている。

6 設備換気量

多頭飼育Kおいて限られたスペースK密飼K飼育された環境K対し、もはや、自然換気Kよって必

要換気量をまかなうことはできなし、。その時の外気温K対して必要な舎内温度を確保しながら必安な

換気を換気扇Kよって与えなければならない。表一 3~おおまかな風量を飼養頭数( 4 5 0 均単位)

として与えてある。これKより、冬季期の最低温度時の風量およびサーモスタット tてよってコントロ

ーノレをする風量、更K夏の高温時K必要とする風量を示してあるo これより設備としての全風量を与

え、外気温の変動K応じて、オンオフ制御もしくは台数制御をしなければならなL、。設備全風量を舎

内K配分して換気扇台数を決めなければならなし、が、研究Kよると、均等K舎内K風量を配分するよ

りも入気口の位置、大きさの方がより重要てーカ所で集中的K排気管理しし、舎内の一様な新鮮な空

気の流れをつくることが可能であることを示す研究も発表されている。

表 - 3 乳 牛舎 換 気
宅7i・/毎分(静圧 3mm水住)

4 5 0 kg 最低冬季連続 冬季晶ザーモス
冬季間全風量 夏季用換気量 設備全風量

単位の牛の頭数 換気量 タット調節量

2 0-- 2 9 2 1 6 4 8 5 8 5 1 7 0 

30 ........ 3 9 2 8 8 5 113 113 2 2 6 

4 0 ........ 4 9 3 5 106 141 141 282 

50 ........ 5 9 4 2 127 170 1 7 0 3 4 0 

6 0 ........ 6 9 5 0 150 200 2 0 0 400 

7 0 ........ 8 0 5 6 170 226 226 452 

80 ........ 8 9 6 4 191 2 5 5 2 5 5 5 1 0 

9 0 ........ 9 9 7 1 2 1 2 2 8 3 283 5 6 6 

100........109 7 8 2 3 3 3 1 1 311 6 2 2 

110........119 8 5 255 3 4 0 3 4 0 6 8 0 

7 換気扇の具備すべき条件

現在迄寒冷地畜舎K適した換気扇の開発は始ど研究されていなかった。換気扇の性能は厳寒季K於

て大きく左右される。建物の断熱不足と相侯って、その性能が全く発揮されていないものが殆どであ

つω
句
E
A



る。先ず、一般K換気扇を停止した時点K於て換気扇ダンパー等の周辺隙間より冷たし、空気が流入す

ることである。冷気が舎内床K流入し、動物周囲の温度を低下させて極めて有害である。次K、結露

Kよって、セーターの絶縁不良をおこし焼損する。ダンパーの凍結Kより開閉不能、若しくは開いた

ままの状態で計画換気を全く不可能K している。

従って換気扇の運転停止Kよって完全K空気の流通が停止できる機構を備えなければならな¥， '0 入

気、排気にともなって圧力損失をおこす。従って換気扇はその圧力損失K抗して計画換気ができる力

を持たねばならなL、。普通水極圧力で示される治元 2...... 3仰の圧力が最大で必要である。

(fig 19.、2O. ) 

Continuous running Fan 

百lermosta七

f i g 1 9 換気施設は連続最低換気、断続換気品高温時の換気

システムよりなる

DamJ:町 controller
新コ y トローノレファン

昭和 49年度研究開発

高連(夏用)
}自動切換

低速【冬用}

断熱ジ守クット

自動開閉:f."yパー

(コy トロール毛ータ)

低騒音

FY'ξー開閉 Fンパ一関

D国 E戸 rcontr・oller
低速断続，i師連続 i高速蹴

司 1 rー 「 外気 :。 1L 
設定任意

Fe.n 

Open 

D回 百 戸r

咽酢_..

Close 

f ig 20  換気扇はダンパーのプロペラ廻転と連動、断熱、完全

密閉ダンパーが要求される
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8 入 と一凡 口

普通畜舎Kは円筒型の屋根換気口(ベンチレータ)が設けられているO この多くは排気として用い

られているが、入気口の全く存在しない畜舎もあれこれは換気を全く無視したものであるO また、

これを入気口として利用し、壁より換気扇で排気しようとしても、必要断面積がとれないものが多く、

換気扇の圧力不足とも重なって殆ど換気の用をなしていないものが多L、。入気口なしK換気できると

すればそれは隙聞の多い畜舎でおよそ計画換気はできなし、また、ベンチレータは金属であるため、

舎内の湿り空気がここで冷却され、結露Kなって、直下K水滴の落下している例が多L、。これらのこ

とを考えて、ベンチレータ Kよる屋根換気は特殊な場合以外適切な方法でな L、。

畜舎換気量(最大値)が決定したならば入気口断面積を決定しなけれぽならなし、。入気口の最大平

均風速は 5m/s以下としなければならなL、。

A=-Q- Q:設備風量 m'/ min 
=ー

6QV V:入気口平均風速=5m/s

A:入気断面積 mB 

舎内K入った空気が如何K平均的K舎内K高い所から、流入分布するのが重要なことである
O 舎内

K流入する風速は 1.......2m/sとすればよし、。そのために天井センターラインより入気する方法がと

られるよう Kなってきた。しかし舎内K流入する温度が低温の場合、冷気が床K直下じない様に冷気

の分散板金使用するのが好ましし、。これは舎内温度の上下差を少くするのK大きく役立つO

(fig 21、22)

/Jll? 

f i g 21 

センター入気法

CUJ;JTAIfI 
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f ig 22  

夏の軒入

気と冬の

天井裏入

気の l例

9 Warm slatted free stall barn の事例

永年の酪農の研究の実積から、欧米Kおいては、早くから省力型の多頭飼育を目差した畜舎建設が

進められている。それは密飼Kして多頭飼育かっ省力とし寸前提K対し、もはや、小規模時代の経験

や、畜産設備および対策では対処できないことを示しており、先ず毎日の重労働の根源となっている

糞尿処理の問題と環境対策としての断熱換気から出発した畜舎で‘なければならないことを示している。

その規模は 50頭以上の場合K極めて重要となると思われる。しかも、その地域がどの程度の寒さK

なるかが大きな分岐点となる。その具体的事例として米国ミネリタ大学Kおいて発表されているもの

を示す。

先ず糞尿貯留槽は建物床面積を使用し、その深さも 8フィートに及び、約 8カ月の貯留期聞をもた

せているO 床はコンクリートすの子床のものである。これは秋おそくと、春早く K熟成された糞尿

(スラリー)をタンク車Kよって圃場撒布するもので雪上撒布を避けているO これは肥料成分の有効

な利用を期待するのみならず河)Ilvc流出する公害を防ぐこと Kも役立っているO 毎日の糞尿処理が皆

無となって解決したことは画期的と云わなばならなし、。フリーストーノレバーンKおいては、牛は自由

Kスラット上を走行し、糞尿は自然K貯留槽K落下する仕組みであるが、地下糞尿留槽は水蒸気、臭

気等の発生源であり、当然この換気対策が重要であるO 従ってこの方式Kおいては天井面より入気し

た新鮮空気は、舎内汚染空気と混合してスラット間隙を通って、ピットファン(貯留槽専用の#鼠扇)

Kより舎外K排出されるO この換気量は、計画換気量K含まれるO 真夏Kおいては壁と床の両方より

F
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換気される。ピットファンの換気は特K重要であり、必要量を確保しなければならなしも

貯留槽は 3........4室K分れ、夫々単独K換気扇を設ける。また糞尿取出口を設けなければならないが、

相互にオーバーフローの空間が必要である。床の支柱、壁の強度は必要与しとの過剰投資を避けを必要

がある。スラットの詳細を fig 2 1 ~示すO
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の事例barn s t a 1 1 t i e Wa:m 10  

断熱換気を考察した多頭飼育畜舎のうち比較的頭数の少いものとし℃スタンチョン式のタイストー
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あとがき

本報告書Kは米国で発表されている多くの資料事例を借用し、関係者の参考とし Tこ。特Kミネソタ

大学農業工学科 K.A.Jordan博士Kは 19 7 2年 4月視察K際し、多大の便宜を与えていただ

き、 D.W.Ba七es博士Kは貴重な資料の数々をお示しいただいTこ。ここ K深甚の謝意を表する次第

であるO

本研究の考え方を一部とり入れて、十勝種畜牧場If[Warm s 1a七七ed free sもa11barn 

が 19 7 3年末完成し、現在飼養が行われている。また 19 7 5年 5月Kは長野県高社牧場1f[100

頭のWarm 七ie s七a11 barnが完成し、飼養が開始されようとしているO 日本の酪農の将来

の一里塚とならんことを願う次第である。
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高能率搾乳設備 ミノレキング・ノ〈ーラー

に関する技術思想の動向について

築野健司

(長瀬産業側)

1 はじめに

近時、酪農経営K於る飼養管理の省力機械化の趨勢K順応して、その最も大きな部分を占める搾乳

作業の能率化が指向されている。

しかし、ここで注意を要することは、他の一般産業K於る合理化と異なり、その対象が乳午としづ、

人間の女性と同じ生理、心理機能をもっている、赤い血が体内K流れている生物であり、ただ単純な

機能的能率向上の研究のみKよってはその目的を完結出来ない点にある。産後の婦人が、心理的、生

理的、且つ性的快感を意識しながら嬰児K乳房をふくませると同じ様な、安定した周辺環境を維持し

ながら、個々の乳牛がもっている最高能力の泌乳量を分泌できるよう忙してやることが、搾乳作業の

効率向上、合理化の為の技術開発の根底思想でなげればならなし、。しかし乍ら、現時点K至る機械搾

乳の技術史を振りかえってみると、あまり Kも乳牛を乳汁を分泌する機械的物体として捉え、ただ単

純な、人間よりも下等な経済動物、畜生、と L、う見方から、むしろ乳牛の泌乳生理、更Kは心理心情

の安定などということはむしろ無視して来たのが実情であり、実際K農家の牛舎内でおこなわれてい

る機械搾乳を含めた飼養管理の方法もそれが実態であるO 春から秋Kかけて、自らが額K汗して調製

した飼料作物、或は高価な1t金を支払った購入飼料を食わせているのだから、その乳牛の分泌する乳

汁は最後の一滴まで搾りとって自らの収入を少しでもふやし、自家の経営経済に資して妻子の生活を

安からしめたい、と云うのが実情である。普及事業K於てもこのような視点からの指導は殆ど皆無で

あり、事実、ミルカーをとりはずしたあとの乳牛の乳頭は第 1図の様忙なっている。大部分の乳汁の

分泌が終っているのK、徹底的K搾り取る、と

云う基本的な考え方から、おのずとミルカーの

装着時間 (machine on 七ime)が長くな

り、乳口の内粘膜が外側Kめくれあがって乳牛

が横臥した時K床から病源菌をひろいやすくな

っている(以下、このような機械搾乳の状態を

over milking とする)。病源菌をひろ

わない迄も、この様な搾乳作業を常時反復する

訳であるから、乳牛は搾乳のたび忙ストレスを

感じ、一乳期全体の生産量はむしろ減退する Oど/ティートカップをはづした

あと乳口の内粘膜が外側K

めくれかえっている。

第 1 図

この様な搾乳作業方法の失宣Kより、昭和 50 

年 8月 15日現在の北海道の原料乳価格から逆

算しても、常時 50頭搾乳の酪農家の収益は年

北海道家畜管理研究会報、第 10号、 ~ 1 9 7 5 
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間 15 0万円の減収となる(この件Kついては稿を改めて詳述します)。

2 機械搾乳と乳房の障害

既述の所論を仮K容認して戴くとして、であるならば当然個人的能力差のある搾乳作業の担当者が、

同じく千差万別の個体差のある乳牛K対して、客観的に over mi1k工ngをしないようなミノレカー

の使い方を規制する、或は指示する方法があるのか?と云うことが問題となってくる。万人等しく

over mi1king をしなL、ような機械搾乳ができる、とまではゆかなくとも、ある指標、指示K

応じて、ミルカーを操作する作業員が適切な操作をすれば、このような over mi1king (rLよる

損失を相当程度防げる、ということが立証されれば、酪農業K於る経営経済に資する処少からず、と

考えざるを得な L、。しかもそのような作業方法が、結果的忙搾乳作業の効率を低下させるようなこと

であってはならず、むしろ作業効率の向上Kも資する処あるものでなければならなし、。

それは可能である。詳論K移る前K次の実験式の意味する処を御理解願いたし、。潜在性、臨床性の

乳房炎症状の進行度は白血球数に概ね比例しているということは各位御既承の通りであるが、統計的

経験則的な研究から次のような数式が機械搾乳K於る泌乳機能の健康維持Kっき、技術的K最低限必

要な指標として裏づけられている。

即ち機械搾乳K於る乳房炎症状の進行度は、真空配管系の真空圧の変動と、 over mi 1k工ng

の長期間の反復(日常の搾乳作業の進行がそのように習慣づけられている場合が多い)(rLよる乳牛と

云う生体自身の自己防衛の為K分泌される白血球数 (j伝 of Leucocy七es) (rL比例している、

と云うことである。

これを数式 (J.A. KERKHOF， Ne七her1ands(rLよる)で表わすと
P-Pc 

白血球数 (ce11 coun七) oc -_  ? …....・ H ・-…………(1)
v-

但し、

ここで、 P:常用真空圧

Pc:真空圧変動の低限。例えばー 20 c祝日g (本来は P-PC= 0でなけれ

ばならないが、実態調査の結果-2 OcmHg程度で乳房炎発生率との

相関関係がみられた。)

v:機械搾乳効率

Q v=τ 
Q:ミルカーによる全搾乳量

七:machine on 七工me、 ミルカー装着時間

従って(1)式は

P-Pc .， P-Pc .， -七;.:~…………………...・H・..…(2)
V瓦 Q;':

ここでmachine on 七ime、七は実機械搾乳時間、七mと、から搾り over 

mi1king 七ime、七oの;fDである。

七= 七m+七0 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・……・・・・・・・・・・・・・・・・(3)

従って(3)を(2)(rL代入すると

2____E-PC r -'-~ I -'- ~ ¥2 P-pc 
~=(七m 十七 0);':0.
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専用のプラケットでパクット型、パイプライン

ミノレカーに使用出来る。

路、乳最盛期 4分房合計泌乳量 40 0 CCマジン・

ストリッピング開始の指示。

第 2 図

乳汁がこのプラ

スチックの球を

浮かせ平板を押

し上げる。

4分房合計迎、乳量 20 0 CCユニット

をとりはづす。



七m+七 2 -，-_2  P-Pc 
= (七mo) 七m2Q.・"....…(4)

七m+七o
= B  ...・H ・...………………………………………・・(5)

七m
から搾りが全くなかった場合の機械搾乳時聞を vとすると

• • Q 

v=一一 …・・………・・・………・……………………(6)
七m

理解を簡潔托する為(!C(5)、(6)を(4)に代入すると

。 P-Pc
白血球数民 B2 V2 

即ち機械搾乳に於る乳房炎の発生率は、真空圧の変動と over milkingの相乗に比例する、

と云うことが理解されよう。

3 ミル力ーの取はづし適期表示器具

実験式からも明かなよう K、搾頭に作用する真空圧の変動も勿論無視出来ないが、これはミノレカー

の設備基準に相応した排気量をもった真空ホ。ンプ、充分な排気容量をもった内径のパイプで真空、送

乳配管をおこなうこと、及び配管総延長K見合ったユニット数Kよる搾乳、と云うことを確実K行う

ことで解決出来る。(実際Kは排気量の予猶-reserve capaσi七y 一語沿いのに、唯、単純

Kユニットを付けてやれば乳が搾れるから、ということで設備容量以上のユニットを使用し、その為

(!C over milkingを常時反復している例が多い。)

問題はユニットの取はづし適期をどう判断するか、である。搾乳作業担当者の経験と勘K頼って来

たのが従来の実情であるが、これは個人差Kよる操作上の差が大きくなり、効果的、普遍的K健康な

機械搾乳を行わしめる、と云う点からは不充分である。何か客観的K表示出来る方法はないか、との t

要求から開発されたのが第 2図K示す器具であり、それぞれ専用のプラケットを使用すること Kより、

パグッ卜型ミルカ一、パイプライン・ミノレカ -(!C使用出来る。作動の原理は、 4本の乳頭からミルク

クロワK集った乳がーたんこの表示器の内部を通過してパケットなり送乳配管K送られるが、その過

程で乳汁が器具内部にある点線で示されたプヌスチックの球を浮かせる。この球が器具内部の平板を

押し上げ、この平板の基点同軸K表面K運動している指針が動かされその時点での 4分房合計の通乳

量を表示する O 泌乳盛期Kは乳汁がプノレKこの内室を通過するので球は一番上K押し上げられ、表面

の指針は最上点を指示してL、る。泌乳が進行して 4分房合計の泌乳量が徐々に低下すると表示器内室

の通過乳汁の量も減少するからプラスチッ iクの球もそれ忙応じて徐々 K下降をはじめ、表示器表面の

中間の白点を指すに至る。この点は 4分房合計の瞬間分泌量が 40 0 ccであることを意味し、ミルク

・クロウ忙手をそえ、各分房をマッサージするマシン・ストリッピングを開始せよとの指示である。

乳牛忙は勿論個体差があるからこの時期K各分房の泌乳特性K応じたストリッピングを施す訳であるO

マシン・ ストリッピングが進行し、各分房の泌乳量が更K低下してその合計が 20 0 CCとなると指

針は最下点を指す。これはミノレキング・ユニットを取りはづせ、との指示であるO つまりこの表示器

具の意図する処は、機械搾乳の場合Kは今迄おこなわれていたような、最後の一滴迄搾り取ろうとい

う方法は絶対に間違いである、ということを搾乳者に認識せしめ over milkingを防ぐこと K

よって正しい機械搾乳を普遍的平均的K行はしめむとする点Kある。手搾りの場合は、手で乳汁を押

し出すのであるから搾乳終了後も乳頭が第 1図の様になることはあまりないが、機械搾乳の場合は吸
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い出すのであるから、 (1)のまえがき K書いた様な結果Kなり易L、。この表示K依りミノレカーを取りは

づしたあと、各乳頭K残溜している乳汁を各乳頭一、二しぼりつ守つ尿溝K向けて搾り捨てる。更K残

溜した乳、汁がじわりと乳口K出了て来て乳汁のカゼインが凝固し、乳牛が横臥してもバクテリアをひろ

いKくくする。従って炎症の発生率も確実K低下する。またこの表示器を使用しない場合は、泌乳の

状況を手で確める為に第 3図の様K作業の動線が多く、複雑Kなるが、これを使用した場合はただ指

針K応じて処置してやればよいので作業動線も短縮され、パイプライン共、従来K比して 1ユニット

余分K使用することが出来、作業効率も向上する O ミノレキング・パーラ-!rCついても同様である。

4 搾乳室用パイプライン・ミル力ーの脈動波型・真空圧二段階自動変換装置

(Dual Vaccum System) 

在来形式のスタンチョン、木柵等K依る繋留牛舎K於ては、パイプライン・ミノレカー (RTS型-

Round 七he Shed或は Cow Shed 型パイプライン・ミノレカーと云う)を設備しても熟練し

た作業員で、もせいぜい 1時間!rC3ユニットを使用して 3 5....... 4 0頭位が限度であった。しかも実際の

作業は駆け足の連続である。乳牛の飼養管理、搾乳作業Kっき、これ与L上の省力効率化を意図する場

合はフリー・ストーノレ等のノレース・ハウジング方式Kよるミノレキング・パーラーでの搾乳であるが、

これは本道K於ても十数年以前より導入され、技術的Kも定着していることは各位御既承の通りであ

る。 (3)項K述べた流入量表示器の技術的着想を更K機械化、電気化した装置を附加するとより以上の

作業効率の向上が期待出来る、と云う事は容易K理解願えると思う。装置全体の姿図は第 4図の知く

であり、次の様な機序を以て作動する。

1 )乳牛がパーラーへ入ってくる。ミノレカーは一 25cm Hgで作動しており、パノレセーターの波型は

マッサージ期:吸引期の比率が 2 : 1、毎分 48回である。赤ラン7"が点灯している。

2 )乳牛がストーノレの所定の位置Kついたら乳房、乳頭の清拭をしてから直ちKミノレカーを装着するO

乳頭が清潔Kなっていれば乳房は別Kはる迄待たないでもよL、。

3 ) 1 )の低真空圧とパノレセーターの波型がマッサージの機能を果し、乳汁の分泌畳ま徐々に増加す

る。

4 )ミノレク・クロウを経て流れて来た乳汁は第 4図8の流量安定器、 7の流量感知器を経て集乳容器

K貯溜される。 7の通過乳量が 20 0 ccを超過するとリード・スイッチがこれを感知して自動的K

通常の搾乳真空圧ー 38 cm Hg !rC切換わり、ノ心レセーターも波型が逆転して 2.5 : 1、毎分 60回

の脈動となり、搾乳を継続する。赤ランプは消える。

5 )館、乳が進み、 4分房合計の乳量が毎分 20 0 cc以下となるとその 20秒後Kミノレカーは自動的K

1 )の作動状況K戻る。赤ランプ点灯。(第 4図参照)

6 )個体差K応じ、ランプの消えた牛の側K行ってマシン・ストリッピングをする。放置しておいて

も 1)の作動がマシン・ストリッピングとなるので、特異な牛のみ補助作業をしてやればよし、。ま

たこの真空圧ではユニットの脱落、クリーピング・アップは起らなし、。また自動的Kミノレカーの作

動が切り換わるので、従来のよう K、第 3図の如く泌乳の終った牛のそばへあちらこちらと飛んで

歩かなくてもよく、ストーノレの排列K応じて一頭づっJI買Kミノレカーの着脱をしてゆけばよL、から作

業動線が短縮され、作業内容も単純化されるO 従って乳房の、清拭等衛生的処置Kついても心理的予
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脈動波型・真空圧二段階自動変換装置

1. 送乳パイプ

2. 洗糠・真空配管

3. 真空配管 380仰 ijg

4. 真空配管 25 0 mllIHg 

5. 減圧弁 250仰 Hg

6. 三方パノレプ

7. 流乳量検知器

8. 流乳量安定器

9，，'，安全弁 2， 7 0仰 H.g
1 O. バキューム・グージ

第 4 図
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猶をもって(従って確実(fC)おこなえる。

7 )搾乳終了後、搾乳容器の全量を目盛りで読み取り、記録後最終受乳容器(パノレク・クーラ一、輸

送管等)へ自動送乳する。但しこの場合数ユニットの貯乳容器から同時K大量の原乳が最終受乳容

器に自動送乳されることもあるから、その様な場合でも送乳配管中の排気が遮断されることのない

よう、その内径は設計基準K合致したもので設備されていなければならなL、。でないと頭初K記述

した1実験式の P-PCが大きな変動を起こし、長期の反復を経て乳房K障害を起こす。

5 ミルキング・パーラーの各種型式と作業効率

(Dual Vaccum Sys七emを伴はぬ従来の型式のパイプライン・ミノレカーを設備した場合)

ミノレキング・パーラーの型式Kついては、第 5図忙みられるよう K各種型式、主としてアプレスト

型、タンデム型、l ウオーク・スノレー型、へリンボーン型等があげられるが、頭初からそれらの型式が

存在していて、それぞれの長所利点をもって平列的Uてその技術内容が評価されているように理解され

ているようi であるが、実際Kはそうではなく、比較的早期から経営規模の拡大化が進められて来た欧

米酪農先進国K於て、ミノレキング・パーラーの能率化、省力化を目ざした技術開発の努力の結果よア

プレスト型、タンデム型、ワオーク・スルー型、 l 次いでへリンボーン型と発展して来た歴史の所産で

あるO 従って欧米K現存するアプレスト型は旧牛舎、物置、農機具庫等を改造してパーラーとし、常

時牛が起臥する(日本では避難牛舎等と呼んでいるが)牛舎は組放な掘っ立小屋が多L、。北ヨーロッ

パでは農協等が中心となり、アプレスト、タンデム等のへリンボーン伐の改造v'c長期融資を積極的K

推進してL、る事などからも理解される様K、櫛町的K最も新しL、パーラーの型式はへリンボーンであ

る。第 6図からも理解される様Kへリンボーンが最も作業効率が高く、作業動線も少なL、。酪農先進

国、と自他共K認めるアメリカK於てタンデ、ム型ノぐーラーが多いのは、比較的早期よりルース・ハワ

ジング、ミノレキング・パーラー化が進められていたからであって、アメリカK於ても新設の場合はへ

リンボーンが多L、。タンデ、ム型を好む人がよくあげる理由K、個体の観察が徹底する、と云う点があ

るが、これ忙関する限りへリンボーンでも大差はなく、更K徹底じた個体管理を希む場合はむ Lろ後

述の様なライホノレム・システムを採用すべきであろう。

更K最近の技術情報Kよれば、へリンボーン・パーラーの場合も第 7、 8図の如くストーノレ迄Sレ

ーノレKよるへリンボーンKする必要はなく、ストレート・へリボーンが採用されている。この方が乳

牛の体長差が大であっても搾乳作業の管理がし易く、清掃も楽であり、建築設備費も低廉である。
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ヘリンボーン型

タンデム型

アプレスト型

第 5 図 ミノレキンタパーラー

の各種型式
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ミノレキングパーラ一(搾乳室)に於ける標準搾乳効率

ストル ミルキング 搾乳作
平可1時均能間当頭搾り乳数の 作可1業時能員F間頭1搾人で乳数 I 搾乳室名称 符号 飼養頭数

の 数 ユニット数 業員数

A-1 2 10頭以下 1人

A-2 4 10-30頭 2 1 11 15ー20頭 15ー20頭

アプレスト型 A-3 6 20-5011 3 1 11 25-3511 25-3511 

A-4 8 40-8011 4 2 11 40ー50" 20-25" 

A-5 1 2 60頭以上 6 2 11 40一7011 20-3511 

TSー1 2 15-20頭 2 1 11 15-2011 15-20 11 
単

TS-2 20-4011 3 3 1 11 20-30 11 20-30 11 
ヂリ

TS-3 4 20-5011 4 1 11 20-3511 20-3511 
タンデ、ム型

TD-1 4 20~30 11 2 1 11 20-3011 20-30" 
複

TD-2 6 20-5011 3 1 11 25-3511 25-35" 
ヂリ

TD-3 8 50-8011 4 2 11 40-5011 20-25" 

単 WS-1 2 15'-20" 2 1 11 15-2011 15-2011 

ヂリ WS-2 3 20-4011 3 1 " 20-3011 20-3011 
ウオーク

WD-1 4 20-4011 2 1 11 20-3011 20-30" 
スノレー型 複

WD-2 6 30-6011 3 1 11 30-4011 30-40" 
ヂリ

WD-3 8 40-7011 4 2 11 40-50 11 20-25" 

H-1 8 40-8011 4 1 11 35-4511 35-45" 
複

60頭ιL上...-.... ン H-2 10 5 1 11 40-50 11 40-50 11 

ボ ーン型 H-3 1 2 70 11 6 2 11 45-6011 2-3-30 11 
ヂリ

H-4 16 100 " 8 2 " 70-80" 35-40 11 

第 6 図

従来の型式の

へリンボーン

よ¥一
ン

ト

ボ
一
ン

レ
リ

ス

第 7 図
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第 8 図

6 Dual Vacuum Systemを伴ったヘリンボーン・パーラーの設計

基準と実際の作業動線

5項第 6図に示した知く従来の型式のミ，ルカーを設備した場合のパーラーの設計については概ねこ

の作業効率をあげられることが日本K於ても既に実証されているのでさして問題はないが、新しくこ

こに"脈動波型"真空圧二段階自動変換装置- Dual Vacuum Sys七em ーと云う要素が導

入されて来たので、これKついての設備計画設計要領Kっき説明する。御理解戴ける様K従来の型式

のへリボーン忙比し、約倍近い作業効率をあげることが出来る O

設備計画の立案K当つては先ず次の様な基礎的数字を確定する必要がある。

1 )自己の管理する乳牛の泌乳特性の把握、パーラーで、の搾乳K切換える以上、なるべく能力、泌乳

特性の同じ様な牛を揃えることが前提条件であるo 9 0 %は略同じミノレカー装着所要時間 一

machine 0ロ七 lIDe ーとすることが望ましL、。

2 )設備容量

1回の搾乳所要時聞をどの位で終らせたいか? 将来の頭数増加計画は?

3 )乳牛のノ〈ーラー内滞留時間

牛体の健康と泌乳量の維持の為忙パーラーに牛が入ってから搾乳を終って出てゆく迄何分位立っ

ていれば、必要とする配合飼料の採食が可能であるか?このことは乳飼比の計算Kも不可欠であり、

ぐーラーの規模決定の大きな要素である。
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4 )搾乳作業効率

ユニット数は一つのストーノレ(1[1ユニットとするが、或は複列K半数のユニットで両側交互K振

分けで使うか?

以上の諸要素を自分の希望をも含めて一応設定してみる。しかしそれがそのまま最終決定の設備計

画となる訳ではない。

ここでは設計例として 1時聞に 1人で 80頭の搾乳処理が可能であるか否かを試算してみよう。

8 0頭/時となると従来の概念からすると比較的処理容量の大きい搾乳設備である。単純計算でも

3;:P =45秒となり、 1頭当り平均 45秒以内K乳牛のノくーラーへの追込、乳房の棚、ミル

カーの装着、取りはづ L、給飼、計量と記録、パーラ一外への開放、作業動線の歩行時間、たばこの

一服その他の時聞が含まれねばならなL、。どのような設計であればこのことか可能であるか?

第 9図は Dual Vacuum Sys七em を装備した 5頭複列から 12頭複列迄の Herringbone

Parlourの各規模に於る諸要素を集約したグラフである。ミルキング・ユニットは片側の頭数と

同数、つまり 5頭複列であれば 5ユニットの設備とし、両側K振り分けて搾乳する。

8 0頭/時との設定であるから縦軸の 8 0から出発するO 左K定規をあて、曲線との接点から下忙

降りると既K計算した通り 1頭当り平均搾乳所要時間は o.7 5分 c= 4 5秒)であるo これは OK、

次(1[8 0から右Kたどると 12頭複列の曲線に接する。これから下ると 1頭当りミノレカー装着時間、

machine on 七imeは 8.5分であるo 1頭当り 8.5分であれば平均的K高能力の乳牛(年間

4， 5 0 0 勾程度)でも大分余猶をもった搾乳作業が出来る。 駆け足でとび廻る程の作業ではなく、く

わえ煙草K火をつける位の時間はある。更に横軸の下忙延長した線との交点を左Kたどると 16分を

指す。この軸は乳牛がパーラ-(1[入ってから出る迄ストールに立っている時聞を示す。これは搾乳中

のペレット状配合飼料の採食可能時間である。次Kこの線を延長すると採食量を示す縦軸と交る 06.5

旬、従って日量 13 kgであるから充分余猶がある。

第 9図のグラフはこの様な使い方をする。従って設備予算の関係で圧縮しなければならない時は 1

回の搾乳時聞を 1時間半、 50頭/時とすれば 8頭複列のパーラーで大体同じ machine on 

七ime がとれて配合飼料の採食が出来るO 又配合飼料の T.D.N. が高い場合はそれK応じて給与

量を減らす、等の操作はi必要である。

実際の作業動線と作業時間

第 10図が実際の作業動線である。これはあく迄模式的な例であるが、実際Kそんなにうまくゆく

か、と疑問をもたれる方もおられることと思うが、道内忙も既K何カ処か既設のへリンボーン・パー

ラ があるので、実際Kストップ・ウォッチを持参して実測してみて戴きたし、。 Dual Vacuum 

Sys七emではないので数字は幾分永びくが単位作業時間は大差ない値が出る筈である。動線Kつい

て説明すると、先ずX列のドアを開けて 1..__ 1 2の牛をパーラ-(1[入れる O 次(1[1の牛K配合飼料を

放出して乳房の清拭 CA= 1 2秒)を行い、 Y列の 13の牛からユニットをはずし、各乳房Kさわっ

て点検しながら乳頭の残乳をピット側忙しごいて捨て搾りをする。(これが C=9秒)次いでそのユ

ニットを X列の 1(1[装着 CB = 1 2秒)するo K列の 1..__ 1 2を入れるのに全体で 2分 40秒である

から 1頭当り D= 1 2秒、従って 1頭当りの作業所要時間はA+B+C+D=45秒となり、 12迄

同じ作業を反復して 9分でX列のユニット装着作業を終る。次いでY列の 13(1[至り、 ドアを開けて
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1 3......... 2 4の牛をY列VCAれ、 X列と同じ作業を繰り返して 18分でY列 24迄のユニット装着を終

り、 X列の1.':"'-" 1 2をパーラーから開放する。従ってX列の 1......... 1 2の牛の採食可能時間は 18分か

らパーラ-VC1 ......... 1 2を入れるK要した時間 2分 24，秒をヲJ¥'、た 15分 3.6秒、ーまfこ maohine 

on 七imeはX列の 1からY列の 13 vcつける為にユニットをはづす迄の時間 11分 24秒からパ

ーラ -VC1......... 1 2を入れるK要した時間、 2分 24秒と Xの 1の為の乳房装着迄の時間、 A+B =24 

秒を差しヲ I \，、た時間~ 8、分 36秒とな久これを 3回半繰り返じあ約 1時間で 80頭の搾乳を終る。

以上は複列の頭数にミノレキング・ユニットを両側K振り分けて搾乳する場合の動線と所要時間で、

具体的な作業は第 11図の如くであるが、これをX、Y列各々 Kユニットを装備するとその作業動線

3でドアを聞き

X列の牛を外K出す

X列

4でドアを開きX列

K牛を入れる。

5で給飼

Y-2VCとりつけるO

Y列

Y-6からユニットをはづして

X-7VC装着。 6ー 7の反復、

8でY列の牛を外K出し、 9へ
来てドアを聞き、 Y列K牛を入

れ 10で給飼l

第 11 図
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は第 12図の如くとなり、更K作業も単純化され、時間も短縮される。第 10図と同じ七 ime

schedule を作成してそれを確認願いたい。

アロータリー・パーラー

第 1 2 図

収容頭数と同数のユニット

を装置した場合の作業動線

これ迄の説明で理解願えた様忙、どの様な搾乳室の型式をとる忙せよ、 mach工ne on 七工me

が変らぬ以上、作業効率の向上は作業動線の短縮であり、第 5図からも理解される様K牛から牛への

移動の動線もへリンボーンが最も短L、。それでも在来型のへリンボーンでは第 13図のX列のような

動線は最少限必要であった。これが既述の様(tLDU，al Vacuum Sys七em の実用化によってY

列の様な動線K単純化され、 80頭/人/時迄効率化が可能となった訳であるが、省力効率化をすす

める Kついては限度はなし、。より以上の効率化をはかれないか、と云うことで開発されたのがロータ

リー・パーラーである。第 13図のY列の動線を更K短縮する為Kは、ミルカーが装着されている牛
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搾乳作業の

.t 

効率化

ーx列 4・ y列

在来型のへリンボーン ロータリー・へリンボーン

第 1 3 図

を作業する人間の方へ動かしてくればよい訳で平均的 machine on 七工meで一回転する様な円

盤忙のせてやればよL、。乳牛が入ってきてミノレカーを装着され、泌乳している間K一回転して戻って

きたらミノレカーをはづしてやると牛は外へ出てゆく。従って牛の入口と出口は殆ど同じ場所で、人聞

は立ったままミルカーの着脱をしてやればよい。しかしせっかくのこの着想も、 DualVacuu皿

Sys七em が実用化される以前は、乳牛の machine ori 七imeの差Kより第 13図のロータ

リー・へリンボーンの様にユニットの着脱、乳房の泌乳状態の点検等の為~1---7 の様な作業動線と

なり、さしてロータリー忙した設備投資に見合う程の効率化ではなかった。円盤の途中で館、乳が終っ

ても、 over mi lking ~ならない様な状態でユニットが乳房Kついており、出口迄回転してき

てここでユニットをはづしてやる様な方法でないと動線の短縮KはならなL、。またこの様なことの対

策として、泌乳量を感知して自動的Kユニットが離脱する装置もあるが、これは現場を知っている各

位が既に体験しておられる様K、ユニットをはずしてからも乳房を操んでやれば少からぬ乳汁を分秘

する牛も多いので、その実用性については問題があるo これも DualVacuum Sys七em と連

動させればその効果は期待出来よう。

既述のロータリー・パーラ-~ついての技術史的変遷とは別K、回転パ-"}-自体Kついての着想

はそれ以前からアメリカ忙存在していた。ロートラクターと云うパーラーで(第 14図)約 30年程前

K設備され、毎時 180---220頭の処理能力があったが、 DualVacuum' Sys七emの作用を

人手でおこなっていたので作業員が 5名(従って 1人当り 40 ---5 0頭毎時)必要であり、それ程効

率的ではなかった。これを設備したのは観光牧場であり、省力よりも搾乳状況を見せて衛生的である

ことを強調し、午乳を売るのが目的であったO また第 15図の様なロータ'リー・タンデ、ムもあるが、
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第 15 図

ノぐーラーの同一建築面積内ではへリンボーンの方が収容頭数が多く、タンデムであることのメリット

は少なL、。第 16、 17図の写真は DualVacuum.Sys七em附設ロータリー・へリンボーン(イ

ギリス)である。この様忙してロータリー・へリンボーンが開発されたのであるが、特Kアメリカ、

オーストラリア、ニュージーランドK於る 500頭与L上の規模の牧場Kこの要望が強く、それK応え

て実用化されたものであり、次いで 5年程前からイギリスK導入され、逐次ヨーロッパ全域K普及し

てきているo 現行では乳牛の一回転K収容し得る頭数は 14、 1 8、-..2 8迄飼養頭数の規模に応じ

て各種あり、その牛群の中の一番長い machine on 七imeを要するグノレープの平均速度K合わ

せて回転のスピードを調整する様になっている。搾乳効率は年間 4，0 0 0 -.. 4， 5 0 0 kgの牛群で 90 

-.. 1 5 0頭/人/時である O

向、ロータリー・パーラーの呼称法として、一回転に収容し得る頭数が 18頭であれば、 1 8プラ

ットフォーム・ロータリー・ヘリンボーン、とか、 18プラットフォーム・ロータリ一・タンデム、

と云う様な表現法をしているので、関心のある方は記憶されておくと、今後の技術的論議などKも便
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第 17 図

第 1 6 図
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利でゐろう。

8 ユニラクタ-

Dual Vacuum Sys七emの実用化Kよ

り、第 13図のロータリー・へリンボーンの様

な動線がL、らなくなり、作業としては乳牛の入

口と出口Kいてミルカーの着脱だけ、というこ

と忙なれば搾乳装置が円型である必要はなし、。

ここで既述の最新の技術を折り込んで開発され

たのがユニラクター(第 18、 1 9、 2 0図)

である。ユニットをつけてやった後は、機械が

自動的忙マッサージ、搾乳、マシンストリッピ

ングをしてくれるので、遠くの方へ行ってゆっ

くり乳を出して来なさし、。出口の処へ戻ってき

たらユニットをはつしてあげるよ、と云う事で、

作業員は乳牛の入口の処で牛の番号をみて配合

飼料の放出量をセットし、乳房、乳頭を清拭し

てミノレカーを装着し、後ろの出口の方を向いて

帰ってきた牛のミノレカーをはづしてやればよし、。



第 18 鴎

(デイーリーマン社撮影)

前向き、後むきの作業の動線だけであるからこ

れ以上の短縮は出来なL、。作業効率は最高であ

る。乳量を読取り、記録しているうちにプラッ

トフォームが第 19図の 6VC移ってくると牛乳

貯留容器K送乳装置が自動的K結合され(第21

図)、パノレク・クーラーなどに送乳される。次

いで 6、 7の位置で清水によるゆすぎ洗いがお

こなわれ、次の牛の搾乳準備が完了するO この

行程を何回転か反復して全部の牛の搾乳が終っ

たら Bのコントローノレ・パネノレを自動洗糠にス

イッチするO プラットフォームは回転を続け、

第 19図のEvc来ると洗樵装置(第 22図)が

自動的K上下してゆすぎ洗L、から洗糠剤溶液、

殺菌剤溶液Kよる処理を行う。この時点では人

聞がついている必要はなく、自動洗糠のスイッ

チを入れたら作業員は帰ってしまってよL、。

1 7のプラットフォームの洗礁が完了すると自

動的に真空ポンプその他の全電源が遮断され、

次の搾乳時の洗糠の為K洗糠パーツトの G槽Kの

み加熱ヒーター(サーモスタット付)が通電されるO ユニラクターの特長を総括すると次の如くであ

る。

(1) 1人ですべての作業を行い、 1時間VC100--120頭の搾乳ができる。

(2) 機械の操作が簡単。きめられた作業体系を習得すれば人が替っても差し支えなL、。つまり乳牛の

生理的、心理的な自然のリズムを乱すことがなL、。

(3) 泌乳量K応じて真空圧が自動変換し、乳房の健康を維持するO つまり乳牛自身が自分の泌乳生理

の状態K応じてミルカーの機能を制禦する。

(4) 全頭の搾乳終了後、搾乳系統、送乳系統の洗糠が自動的K、且つ無人でおこなわれる'0

(5) 頭数規模の増大K応じてプラットフォームの増設が可能であるo ロータリ一方式では増設は無理

であり、建物の四隅が無駄である。

(6) 乳量の自動記録装置の取付が可能である。

概ね与L上の如くであるが、現在欧米では約 25セットが稼動中であり、特Kイタリアのコノレシカ島

では 3，00 0頭の乳牛を 34プラットフォームのユニラクタ- 3棟で 3交替 24時間搾乳(6時間搾

乳、 2時間洗糠、維持補修作業の 3交替)が行われている由である O また欧米K於ては近い将来の目

標として、ユニラクタ-vcより家族労働で 30 0頭 8時間労働を目標として指導している。
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第 19 図

主要装置

A プラットフォーム X 1 7 

B コントローノレ・パネノレ

0 駆動装置

D 送乳装置

E 自動洗糠装置

作業の手順

入ってくる牛の番号をみて配合飼料給与量

をセットする

2 乳房清拭、ミルカー装着、低真空圧

3 通常の搾乳真空圧K自動変換

4 再び低真空圧K変換、 マシン・ストリッピング

5 乳房を点検、ユニットをはづす。

6 乳量読取、記録

自動送乳、常圧

7 自動送乳終了

8 パック・フラッシュ(ゆすぎ洗L、)開始

9 パック・フラッシュ終了

1 0 自動ノミノレフ・真空圧K結合

低真空圧作動
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第 20 図
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9 ライホルム・システム (RYHOLM SYSTEM) 

以上は搾乳作業の効率向上、省力化K重点をおL、て最新の櫛町を集約した搾乳設備であるが、試験

場等学術研究機関、或はプリーダーなど、より徹底した個体管理が不可欠の農場も少くなし、。しかし

このような農場に於てもご多分に洩れず人手不足、或は後継者の問遁等で搾乳作業の効率化も等しく

要請されている処である。これK応えて開発されたのがライホノレム・システム(第 2 3図、第 2 4図)

で、搾乳時以外はスタンチョン、木柵と同じ様な排列としておき、個体毎の飼料給与量の調整、授精、

第 23 図

医療等をおこなう O 図で理解願える様K鎖、鼻輪等で繋留はしないが、勝手な動きは制限され

る。横臥している時は勿論前後K動かないので、立っている時だけ制限してやればよL、。繋留

束縛Kよるストレスを与えない、と云うことは数値的K評価し得ない長所であり、また隣の牛

が立ち上がる時K乳頭を踏みつぶされる、と云う様な事故も防がれる。搾乳の時のみ(第 24 

図)の様に油圧連動装置で凹右向け右"、或は"左向け左"をさせ約 40
0

の斜列にする。図

でみられる様K乳房の間隔がヘリンボーン・パーラーとほぼ同じ排列となり、ミルカー着脱の

為の立ったりかがんだり、の動線と、次の搾乳牛へのミルカ一運搬の作業がふえるのみで、へ

リンボーン・パ ラ-vc近い作業効率をあげることが出来る。従来のスタンチョン、木柵のパ

イプライン・ミルカーの様に牛と牛との間K割って入ってミルカーを真空、送乳配管K接続す

る作業も簡略化されるので特K個体管理を要する農場K適した管理方式である。
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10 おわりに

技術の革新は日新月歩であるO 今日の最新技術が明日は陳腐なものとなるのも日常の茶飯事として

吾々が体験している処であるが、ここK述べた事項は少くとも今日吾々の周辺で手の届く、実現可能

な最新の技術である。経営規模K応じ、過剰投資Kならぬ範囲で応用され酪農経営の近代化K資する

処あれば幸である O 更K附言すれば、 ミノレキング・ユニットの自動離脱は既K開発されているが、自

動装着も可能であり、工業用テレビで牛群の動ぎを看視しながら自宅の居間からの遠隔操作で搾乳作

業をおこない、同じく搾乳器具、バルク・クーラーの洗練、殺菌も無人ですませる事も既に実験的K

はおこなわれている。しかし吾々としては、 ミノレキング・ユニットの自動着脱は最後に手をつけるべ

きもの、として残してある O 理由は、飼料作物の収穫、貯蔵、給与、搾乳、糞尿処理等、酪農経営K

於る諸作業はどれ程機械化してもかまわないが、搾乳の時のミノレカーの着脱ぐら L、は飼い主が自らや

って欲しし、。周辺の管理がすべて機械化されても、搾乳の時だけが乳牛との対話の最後の機会であり、

この着脱迄自動化してしまったらそれは最早「酪農」ではなく、牛乳搾取業とでも呼びたい異質のも

のKなってしまう O 吾々は酪農経営K他の一般産業Kは感じることのできない生物との対話、自然と

共K生きる歓び、と云った人間の心をなごませるロマンを感じるのであるが、 ミノレカーの着脱迄自動

化機械化してしまったら、それは酪農Kついての吾々のイメージ、人間くささ、生き物くささとは無

縁のものと云はざるを得ない。

とは云うものの、国連の人口対策、食糧問題委員会が焦眉の急として取り上げてはいる様K、吾々

の数世代後の子孫達は間違いなく食糧の枯渇K悩まされ、酪農経営のロマンチシズムなどと云うのん

気な事は云っていられない事態がそれ程遠くない将来必ず訪れる。 リナイクリング Recycling

の技術導入とか、石油蛋白などの見通しを強いられることも予見されるのであるが、その様な事態に至

つてはじめてミノレカーの自動着脱Kも目をつぶらねばならなくなるのではないか、と考える。

その様な事態に至っても技術的Kは充分対応できる準備は既K完了しているのである設えそれKし

ても"酪農経営のロマンチシズム"などと云う感覚でこのレポートを書いていられることの幸福を想

いながら筆を措くものである。
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ウォームスラットノてーンについて

伊藤 見

(農林省十勝種畜牧場)

昭和 48年 K新しいウォームスラットパーンとミノレギングパーラーが完成した。これは 100頭規模

の経営K対象とした施設て・50年度さらに分娩晴育牛舎が附設される予定になっていて、これができあが

ると 1セット全体の完成をみることとなる D このオオームスラットパーン (W泊 M S LATTED BARN ) 

が従来の牛舎と趣きを異Kしていて、断熱材を用いた耐寒構造と徹底した換気システムが特徴となって

いる。また、 ミノレキングパーラーもスウェーデン国アノレファラパル社で開発されたユニラクターシステ

ムを採用している。

以下、ウォームスラットパーンの構造上の特徴なり、現在までの利用状況等について御報告したL、口

1 構造上の特徴

列記すると次のとおりであるo

(1) 天井と壁K断熱材を使用している。

(2) 7基のファンで強制換気をしているo

(3) 床がコンクリートスラット床下K糞尿貯溜槽がある。

断熱材(スタイロブオーム)は第 1図および第 2図のように天井には 15 cm、壁には 10仰のもの

が使用されているo iウォーム」の所以はこ)..t'(あって、断熱材を使用するととにより外気の温度変

化の影響をうけにくいし、一方、舎内で牛体より発する熱が建物を伝わって逃げるのを防止しているo

天井は 10 cmのものと 5cmのものを重ねて乱張りしているが、このよう陀厚くしているのは熱が上へ、

上へと移動して天井から逃げ易いためである。

窓がついていないが、窓は本来採光と換気のため K必要なものであるが‘この牛舎の場合光は人工

灯で、換気はファンでおこなうので必要性がなL、。むしろ、窓をつけることは断熱効果を減じ、不必

要な出費をすることとなる。

断熱材の保温効果Kより搾乳牛を低温によるストレスから解放し、乳頭の凍傷、水や糞尿の凍結を

なくし、結露を防ぐ。

換気は 7基のファンでおこなっているロそのうち 4基は側壁Kついていて(第 1図左側)、主とし

て夏の期間の排気をうけもち、排気量は 1基毎分 20 0 m3
でサーモスタットにより制御されているo

サーモスタットを 8'C t'(セットしておくと、舎内の気温が 12 'C忙なるとファンがまわりだし、同時

K第 3図のようにファンをおおっている扉が油圧Kより自動的Kひらく。 4'Cになるとファンは停止

し、扉がしまる。

一方、第 1図右側のドッグハウスについているファンは 3基あって、糞尿貯溜槽のガスと臭気を抜

く。年中まわりっぱなしでv 排気量は 3 O.._ 1 5 0 m3
/ 分で温度忙より変化するo すなわち、温度が

北海道家畜管理研究会報、第 10号 .._ 1975 
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高くなる忙したがって排気量が増加するo 第 1図の矢印は舎内の空気の流れを示している口ドッグハ

ウスのファンがまわりだすと外気が屋根裏Kひきこまれ、本天井と吊天井との間Kある隙間より舎内

K入る。さら Kスラットの聞をとおって糞尿貯溜槽へ抜け、ファンによって外へ排出されるo 従って

空気は常に上から下へと流れているので舎内Kは臭気やアンモニヤガスが始んどなL、。

断熱材の使用とこれらの換気は特に寒冷地Kおいて不可分の関係をもっている。換気は舎内の湿気、

有害ガス、臭気などを舎外Kだす役割を果たしていると共K、熱もまた放出している白熱はまた換気

以外のルートでも外へ逃げているので、断熱材を使用していないと舎内の温度はどんどんさがって外

気温K近ずくことになる。充分な換気をおこなうため換気以外のルートでの熱のロスをできるだけ抑

える目的で、コンクリートの凡そ 50倍の断熱効果をもっ断熱材をつかっているわけである。

3番目の特徴は床がコンクリートスラッ

ト忙なっていることである(第 4図)。ス

ラットクロアは①牛の蹄Kよって糞を直接

床下の貯溜槽におとすので除糞作業の省力

化ができる ②除糞作業のための機械装備

を必要としないなどの利点をもつが、それ

と同時Kこの牛舎ではもう一つ重要な意味

があって、スラット聞の隙聞が空気の通路

忙なっていることである。

地下の糞尿貯溜槽は探さ平均 2.9m、容

積風そ 1，6 0 0 m3で、 80頭の成牛の糞尿

を約 8カ月間貯溜できる大きさになってい

る。第 5図の平面図のように糞尿の汲取り口が牛舎の両側忙合計 6カ所あって、ここ陀スラリーポン

ー ヂO奴何l

ト15手司ト I~O勾斗

引出
1 ャ←ト九鋼 Dlb

¥ ¥0寸一丸鋼Djq

トー斗
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第4図 コンクリートスラットの構造

プをセット汲み出しおよび揖持をおこなう。このように長期間貯溜できる大きな槽をつくっているの

は、特K冬期間凍てつく寒さのなかでスラリースプレッダーの凍結を気忙しながら撒布したり、あ

るいはぬかるみのつづくような時に草地K入るのをきけるためである。また、長期の貯溜でスラリー

は腐熱するo
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図番|名 称

①|スチールサイロ

要

。 ② l調

③ |フィーダーおよび飼槽

@I牛床(フリーストール)

-
Eぺ
|

① 

概

7.3皿〈直径)X 20.4 m (高さ)

842 ni 432 t詰め

整 室

1.2m (巾 )X2.2m(長〉

勾配 1/50、ストール数 78

第 5図 平面図 ⑤|水槽

@I通路(ヌンハ，-~) Iスラットの巾 15CDt 

⑦|換

⑥|換

@)I糞原汲みだし口

気

スラットの間隔4C11

扇|牛舎内の排気.08∞園、 200ni/分、

各々油巨連動扇付、十 12'cて作動し、

+ 4'Cで停止する。

扇|地下の糞尿貯溜槽の排気

gω0問 、却 -150ni/分

速度自動制胸装置付

気

フ

械 室 lパキュームポγ プ、コンプレツサ一、発

電気などが装備されている。

⑫ | 牛 乳 処 理室|直膨空冷タイプパルククーラー〈容量

3，∞o t)、パJレググーラー自動洗務機

⑬|乳房自動洗瀧室

⑬ | 配 合 飼 料 タ γ グ

託牛舎|ロ.0m X 45.8 m.. 549.611l 

断熱材側壁フオームポリスチレ γ 1∞m

⑩ 

糞尿貯溜槽 1，593.84 ni、深さ 2.9m 

80頭の糞尿を 8ヶ月分貯溜可能

天井 " 150・z



2 この牛舎のねらい

次のよう K考えられるo

①搾乳牛を外気温の変化(暑さ、寒さ)や、雨、雪、風、多湿、有害ガス、臭気などのストレスか

ら解放し、比較的安定した環境条件のもとで飼い、ストレス忙よる乳量減を防ぐ。

② 除糞作業、牛の移動等管理の省力化

③ 糞尿処理の合理化

④ ゼログレージング方式で土地の集約的利用をはかる。

こ与に問題になるのは搾乳期間の凡そ 10カ月間というものは牛舎忙とじこめて飼うことで、太陽に

あたることがなL冶そしてせまい牛舎で運動不足忙なり、しかも、すべてコンクリートの上ですごすこ

とが牛Kどんな影響を与えるかであるo 日光浴と運動が私共の常識であるけれど、それとは全く相反

した飼い方をするわけでやはり不安をもってはじめた。牛をとじこめて飼うやり方の根本Kは、牛K

とって太陽が必要不可欠のものでないという考え方であるD 光は人工灯で、消毒は消毒薬でまかない、

ピタミン A、Dは補給してやればよいという考え方である。不安のま!>.vc 1年近く牛をとじこめてす

ごさせた。

3 現在までの状況

昭和 49年 7月 24日より昭和 50年 6月 3日までの間vc3 0 2日間収容した。 6月 4日以降牛を

牛舎からだしたのはミノレキングパーラーが故障したためであるo

ウォームスラットパーンの月別の収容頭数は第 1表のとおりである。 1日平均 37. 7頭で収容可能

頭数 80頭の約半数である。本年 2月以降は 54.2頭で徐々ではあるが収容予定頭数に近づけているD

ミノレキングパーラーの故障や乾乳、分ぺんの時以外は牛舎内Kとじこめたま L飼育した。 1日1回、

搾乳後Kへイレージを略飽食量、へイキュープを 2--3kfj程度給

与した。濃厚飼料は搾乳時に 5均程度給与したo 電灯は朝 7時30

分に点灯し、 1 7時に消灯した。手入れは実施せず、ビタミン剤

も特に補給しなかった。以下、充分なデーターがとれていないが

この牛舎に収容してからの乳量等について御報告するo

①乳量

第 2表K収容前後の月別の 1日1頭当りの平均乳量を示した。

概して収容してから乳量が少ないようにみえるが、特VC9月以

降乾乳期K近ずいた牛が多くなったことや、初産牛がくわわっ

てきたことが大きく影響している口初産牛を除いてみたのが第

3表で、両者の聞に殆んど差がなL、。これをみればこの牛舎の

乳量に対する影響Kついては何とも言えなL、。

②繁殖関係

受胎成績を第 4表、第 5表K示した。収容した当初 2カ月位

は発情微弱などの傾向があるよう K思われたが、その後乗駕、

粘液垂下など徴候ははっきりし、屋外にいた時と変わりないよ
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第1表収容延頭数

年月 収容延頭数

4 9. 7 29@買

8 1，1 3 7 

9 830 

1 0 776 I 

1 1 682 

1 2 834 

5 O. 1 1，077 

2 1，304 

3 1，65 3 

4 1，68 3 

5 949 

6 1 63 

言十 11，3 84 



第2表収容牛舎別月別 1日平均乳量

収容 フリーストーノレバーン
牛舎 ウォームスラットパーン

(屋外K自由に出入りできる)

年
次

月 月Ij 4 9 5 0 4 7 4 8 4 9 

1 月 1 6.3 1 3. 6 1 8.4 1 7. 8 

2 1 7. 3 1 4. 9 1 7. 9 1 8. 6 

3 1 6. 3 1 5. 6 1 9. 0 1 9. 2 

4 1 8. 5 1 5. 3 1 9.0 1 8.8 

5 1 7. 2 1 7. 7 2 2~ 1 2 0.9 

6 2 1. 2 2 4.3 2 2.1 

7 1 7. 8 1 9. 7 2 2.8 

8 1 6. 1 1 8.4 2 1. 5 

9 1 4，4 1 8.4 2 2.4 

1 0 1 2. 5 1 6. 9 2 1. 4 

1 1 1 4. 3 1 6.4 1 9. 1 

1 2 1 5. 2 1 8. 1 2 0.1 

第3表初産牛を除いた 1日1頭当の搾乳量の比較

ウォ ι ムスラットパーン (50年) スリーストーノレバーン( 50年)

搾乳延頭 搾乳量 1日1頭当 搾乳延頭 搾乳量 1日1頭当

類(頭) (kg) 搾乳量(たの 数 (kg) (均) 搾乳量仰の

1 月 628 1 1，9 7 7.6 19.1 739 1 3，1 88.0 1 7.8 

2 733 1 3，766.8 18.8 653 1 2，1 5 5.2 1 8.6 

3 836 1 4，5 8 9，5 1 7.5 646 1 2，488.3 1 9.3 

4 750 1 3，846.0 1 8.5 660 1 2，496.'4 1 8.9 

言十 2，947 54，189.9 1 8.4 2;698 50; 327.9 1 8.7 

平均分娩後回数 6 7. 1カ月 54.6 

イ庸
平均月令 4. 7カ月 5.1 

考
平均分娩回数 3. 4 回 2.5 

n
h
u
 

F
h
u
 



牛 ，種付頭数

舎 年度別
月Ij A (頭)

ス
4 6 3 8 

ス

4 7 3 3 

ノレ

"、‘、F 

ン
4 8 3 9 

ウスパ
4 9.7-

オフ l 4 5 
5 O. 4 

ムツト-ン

凶 ① 受胎率E=一旦ー×A-D 

第4表受胎 成績

受胎頭数 不受胎頭数 受胎不明頭 受胎率

B (頭) 。(頭〉 数D (頭) E (%) 

3 4 4 。 8 9. 5 

2 5 6 2 8 0.6 

3 3 6 。 8 4. 6 

3 3 6 6 8 4.6 

②不受胎頭数は授精してから次回の発情周期が期間内Kきていないもの。

受胎牛の平

均授精回数

2. 5 3回

2. 0 8 

2. 4 6 

2.0 9 

受胎不明頭数は次回の発情予定日忙発情はなかったが、受胎の確認ができなかったもの

第5表 受胎牛の授精回数別受1台頭数

註之と 1 2 3 4 5回以上

1 7 3 5 4 5 
4 6 

( 5 O. 0 ) ( 1 4. 7 ) (1 1.8) ( 1 4. 5 ) 

1 1 7 2 2 3 
4 7 

( 4 4.0) ( 2 8.0 ) ( 1 2. 0 ) 

1 7 5 5 3 3 
4 8 

(51.4) ( 1 5. 2 ) ( 1 5. 2 ) 

1 6 9 3 3 2 
4 9. 7 --5 0.4 

( 4 8. 5 ) ( 2 7. 3 ) 

うK思われた。平均授精回数 2.0 9回で受胎率 84.6%は従来の成績とかわりない。不受胎頭数 6

頭のうちの大部分が 1-2回の授精で次回発情周期が集計期間外になったものであることを考えあ

わせれば、とじこめた影響は殆んどなL、ように曹、われる。

また‘第 5表の授精回数別の受胎頭数をみると 2回で 7 6 %が受胎していて屋外にいた時に比べ

て勝るとも劣らない結果である。
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分娩後の発性再起日数は平均 44. 5日、最長 116日、最短 14日であるロ屋外にいた時の記録

をとっていないので、それらと比較ができないが‘畜産大事典Kよれば各地の調査結果が 32 --72 

日で、大部分は 30--60日とあるが、これと比較すれば 44. 5日は標準的である口

③ 乳房炎

発生状況を第 6表に示した。収容前が 3.9%、収容後が 3.4%で発生状況に差異はみられなL、。

第6表乳房炎の発生状況

収容牛舎 期 間 総搾乳延頭数 乳房炎延頭数 発 生 率

フリーストール 頭 頭 % 
4 9. 1 .._ 4 9. 7 5， 4 1 2 213 3.9 

F、'、 ン

ウォームスラット
4 9. 7 --5 O. 4 1 0， 2 4 1 346 3.4 ノ、' ン

④ その他の疾病

昭和 50年 5月頃より蹄をいためるものが 8頭発生した。大部分後肢にのみ発生し、多くが蹄血

斑である。蹄血斑の原因はいろいろあるが、一つは硬いものが蹄底を局所的K圧迫し、その部分の

蹄皮膜の小血管がやぶれて内出血をおこし、化膿、痩管形式Kいたるものである。この牛舎になぜこ

のような発生をみたか、その原因は確認できないが、おそらくコンクリ山トスラットの並べ方が全

く平面でなく、多少高低のあること、あるいはスラット間隙が広すぎる部分があるなどのために、

蹄底がスラットの「カドJ~強くあたるためであろう。

⑤管理労働時間

まだ、充分K集計していないので、 5 0年 4月についてだけみると第 7表のとおりであるo 1日

第7表管理労働時間(5 0年 4月)

作 業 名
月間労働 同左比率 1 頭 当 労 働 1 日 1 頭当

時間(時) (%) 時間 (時) 労働時間 (分)

合 言十 4 2 6.0 100 7. 6 1 5. 2 

飼 料 給 与 3 3.0 8 O. 6 1.2 

糞 処 理 1 5.0 4 O. 3 O. 5 

人 工 授 精 7.0 O. 1 0.2 2 

検査・治療・その他 6 1. 0 1 4 1. 1 2. 2 

搾 乳 2 3 8.0 5 5 4. 2 8.5 

機 械 整 イ蒲 3 9. 5 9 0.7 1.4 

清掃そ の他 3 2. 5 8 0.6 1.2 

凶 ① 月間収容延頭数は 1，6 8 3頭、 1日平均 56. 1頭

② 糞処理はストーノレ上の糞等の処理である

J③機械整備はアンローダ、フィーダ}、パーラ一、ポンプ等の修理点検

。。
に
d



1頭当の労働時間 15. 2分、月間で 7.6時間である。これを年聞になおして推定してみると 1頭

9 1. 2時間となるo 農林省統計情報部の畜産物生産費調査(4 8年)によれば北海道で 30頭以上

の経費で年間 1頭当り 105時間となっているが、これと比較するとや L少ない程度であるo 機械

類の整備点検修理、乳房炎や蹄病その他の検査、治療、その他の時聞が多くなっているためである。

門
司
d
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u
 



帯広畜産大学の新牛舎システム

浦上 J青

(帯広畜産大学)

本題に入るまえ忙申し上げたいことは、畜産試験場や種畜牧場にはそれ左りの設置目的があり、大学

農場忙は大学農場としての性格や目的があって、同じ牛飼いでも、それぞれ目標や内容が異るのである。

即ち、大学農場とは、学生の教育、教官・研究生のための試験・研究忙諸施設が使用され、 また農場自

体が個々の研究室ではでき左いよう左実験・研究を行うと同時陀農場の経営全体がうまく調和し、年々

の歳入歳出のパラシスが保たれる必要があるわけであるo 具体的に申し上げると、教育・研究のためだ

けの目的であれば、丁度、客の配室をする旅館の番頭さんのように、農場長は各講座、研究室の要望忙

応えて、圃場や各畜舎の研究使用割当てだけをしていればよいこと忙左るが、それでは農場全体として

の経営のパランス(歳出入)がとれず、また農場で左ければでき左いよう左総合的左技術開発の実験左

どが不可能であると言うわけであるo

さて、本学は昭和 49年度U亡、 "畜産環境学科"の新設が文部省から認められて、現在， 7学科、大

学院、 1別科(草地畜産専修、 2ヶ年)と左り、畜産陀関する態勢が一応整ったのであるが、それと併

行して 3年前から付属農場を整備充実しようということで、以下忙述べるよう左農場諸施設が逐次新設

される K至った次第である。

その経緯を申し上げると、国内外の畜産酪農状況は刻々と変って来て、近代イL 大型化すると同時K、

省力群管理の方向を辿りつつあるので、教育・研究の内容も自然その方向での研究課題の解明を迫られ

ることと左るから、本学農場の態勢もそれに添わ左くては走らぬと Lづ背景(第 1表 地域畜産酪農研

究指導機関・の概要一覧表)があり、また本学農場が従来より管理していた隔地農場を、この際整理して

本部農場忙統合する案が認められて参ったわけである。

即ち、初代学長官脇冨先生の非常左努力で保有して参った隔地農場(帯広南方 45 kmの中札内農場

4 8 5.tα、帯広北方 32 kmの第二農場約 200仇等)は人畜の分散による管理運営連絡等のロス、研究

教育使用頻度の少いこと左どの理由でこれらを国陀返し、特別会計処理でそれら農場の等価地積を本部

農場の地続きの 10 7仇の購入K当てることを出発点として、帯広畜大附属農場統合整備 3ヶ年計画が

進められることとまり、とれを機会忙新施設・設備が整えられつつある現状で、昭和 49年度に第 2年

次工事が概ね完了した。農場諸施設の完成は昭f日50年の予定である。

次K新設の各施設の構造その他を簡単忙紹介したL、。

第 1期工事として完成したのはフリーストー jレバーン 59 2 m
2， ミノレキングパーラ 40 9 m2

、特別管

理牛舎(分娩房、子牛房、病牛管理、実験用牛繋養左ど )9 55m
2
、乾草給与舎 442m

2
，、アンローダ

室 67m
2

，、ハーベストアサイロ (6mX20m)2基、パシクフィーダ 55 m、ポイラ室 248m2、パ

ンヤード 6，0 0 0 m2
で総建設費は約 3億円である。

ストーノレ数 114のフリーストーノレ牛舎は鉄骨造り片流れ屋根で、南面壁は開放され、床はスラット

であるo 冬は零下 30 .Cにも在るが、 1 0年聞にわたるノレーズパーンの経験とデータ忙もとづいて新牛

北海道家畜管理研究会報、第 10号 ~ 、 1 97 5 
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舎を建てた。このよう左条件のもとでは初めての試みであろう。

また、冬の季節風を建物的に防げばある程度の寒気陀耐えられるであろうし、開放することで結露を

完全忙防ぐのが設計のねらいである。

尚、冬の十勝の寒気は格別だが、冬の日射のすばらしく良いことは全国でも珍しく、帯広は北緯 43 

度であるが、その冬至時Kおける太陽光線の入射角は約 24度であるから、この陽光を牛舎の奥まで取

り入れることが適当と考えており、要する忙暖くはあるが濁った空気を与えるよりも、少々寒くとも清

浄左空気を与えることが、長期にわたる牛群保健土大切左ことと考えている次第である。

新施設のもう一つの特徴は 12頭用のロータリパーラである。これはイギリス製のもので、直径 7m

と頭数の割陀は小さいスペースですみ、従って作業者の動線も短し、。泌乳終了後 30秒するとティート

カップが自動的に離脱する装置もついている。現在は 47頭の搾乳忙 50号ほどかかっているが、慣れ

れば 1人の作業者で 1時間 90頭の搾乳ができる。

全体の施設はパーンヤードをかこんで四角に配置され、牛はフリーストーノレパ-::Yでの休息、乾草給

与舎での自由採食と全くフリーに行動できる。パーンヤードの水飲み場は冬季の凍結防止忙フロアヒー

テイングが施してあり、牛舎や乾草舎のヒサV、パシクフィーダの屋根は吹雪が吹き込んだり牛体忙雨

が当ったりし左いよう十仔左幅をとったのであるo

尚、新開放フリーストーノレバーンは帯広の酷寒K対しては少々乱暴走ょうで、多少防寒、スラリーの

凍結防止を考慮する必要があると考えられ、 I また牛床の防寒および牛の滑走防止並び忙敷科節約のため

K、断熱材敷込みのサンドワイッチ状のマットを計画したが、全体予算の逼迫の関係で実現しなかった

から、第 2期整備計画K織り込んで行くべきものと考えているo

との計画の骨子は、将来の畜産研究教育の展開忙備えて、乳牛Kついては搾乳牛 100頭常繋を目途

に諸施設を整え、また従来使用していた開放牛舎および搾乳室(へリンポーン型、 4頭複列 8頭)は、

肉牛 20家畜単位の省力飼養施設として、またある程度の搾乳牛群の試験も左し得るようそのまま残し

ておくことに左っており、新施設の利用陀関する説明資料は第 2表のとおりである。

スラリータシク忙貯溜した尿尿の処理K関する技術的左問題は、これからの大き左研究課題であるか

ら、今後、関係の方々の智恵、とご協力と Kよって、第 2期整備計画忙乗せて、その処理方式を確立して

行きたいと考えている。

最後に、新牛舎に牛群を収容したのは昭和 49年 7月 31日であったが、初めての牛床に牛群がどう

反応したか、新搾乳室(1 2頭立てロータリーへリンボーン)の性能はどうか等の最近の資料を提示し

てど参考虻供 bたい。(第 3表、第 4表、第 5表)

円。



第T表 地域畜産、酪農研究指導機関及び大型酪農の実例(帯広畜産大学附属農場統合整備並びに土地取得計画参考書(昭和 4 5年 7月)による)

ー白
N

|

名 称 面積 家畜数 所 在 地 目 的及 び研 究 指導状況等

農林省十勝種畜牧場 3，6 0 O.ta 約 1，000頭 十勝河東郡音更町 全国一の規模と頭数の種畜生産(馬及び肉牛)牧場
農

グ 日高 // 2，470 約 550 日高浦河町 全目標国一の軽種馬生産の実績を誇っていたが、昭和40年よ D乳牛育成牧場に転換将来 2，000頭
官 林

庁新冠 // 1，215 約 600 日高静内町御園 乳牛種雄牛生産(全国第一)種畜の民間配布、精液の譲渡
省

庁 十勝農試畑作部 64 約 30 十勝河西郡芽室町新生 国立北海道農試の十勝畑作研究部門、土寝改良作付体系の確立、機械化の研究

~、2、1 ヰヒ 北海道立十勝農試 90 約 20 同 上 道立十勝支場とも称し、畜産以外の農業関係作物試験研究

海
// 新得畜試 1，660 518 十勝上川郡新得町 飼料作物、機械化、乳肉牛の飼育管理衛生、経営の各部門の研究

道 中小家畜
立 // 滝川畜試 900 約 1，900 滝川市字東滝川 735 北海道内の中小家畜の飼養管理研究センター.旧来よ D滝川種羊場とし有名

立
酪農開発事業団大樹育成牧場 約 400 十勝広尾郡大樹町尾田 地域の乳用牛の若牛の購入又は受託育成、受胎後返還叉は頒布事業事 543 

業 肉牛約
団 北海道農業開発公社エリモ肉牛牧場 1，104 。。 日高幌泉町庶野 肉用牛の繁殖牧場、優良種畜の頒布事業

ホクレン訓子府種畜牧場 600 約 200 北見訓音府町駒里 ホノレスタイン(乳)及びヘレフ宏一ド(肉)の種畜生産事業

農協
上川生産連白金模範牧場 1，200 約 500 上川郡美瑛町 傘下の農協と連繋し主に若牝牛の受託育成事業、自動給飼方式採用

十勝中部地区大規模草地 1，690 約 1，000 十勝上士幌町ナイタイ 開発局施業、道及び町営K移管、民間受託牛の育成

町村営
開陽台乳牛育成牧場 790 約 500 根室中標津町 農業構造改善事業、酪農の大型化推進の育成事業と観光

会社 KK新田牧場 80 97 十勝中川郡幕別町字新和 純粋ホノレスタイン種の繁殖牧場

法人 財団法人井上牧場 460 200 十勝上川郡清水町字美蔓 ホノレスタイン種の多頭化、乳量生産増大を目標

個人 小野瀬牧場 120 180 十勝上川郡清水町字熊牛 ホノレスタイン種の繁殖と牛乳生産牧場

新田協同畜舎 450 420 十勝河東郡士幌町字新田 乳牛の多頭化管理と搾乳経営の協業

協業 東戸蔦協同畜舎 114 180 十勝河西郡中札内村東戸蔦 同 上

根釧パイロットファーム 11，200 根室別海村 床丹第一、第二計 350戸の開拓、世銀その他の資金投入
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第 2表 農場新設説明資料

s .49. 7. 1 帯広畜産大学附属農場

骨 子 酪農をめぐる内外の情勢から、多頭化、機械化.省力化並びに公害問題の解明が迫られる。とのための実験、教育、研究の必要K備え、かつ経営改善を目標として搾乳牛 100

① 

飼
料

生
産
調
製
の

機

械化

② 

理
の
j口0>. 

理
化

省
力

イヒ

③ 

頭常繋を目途K機械化実験農場として運営される。(~~印未完)

イ、乾草生産調製の機械化

口、埋草生産調製の機械化

¥成型粗飼料生産の機械化

イ、搾乳牛群管理の合理化、省力化

口、成牛の分娩治療その他管理の P 

ハ、育成牛管理の P 

ニ、積牛群(ホ育)管理の グ

ホ、放牧地牛群管理の 11 

l 所 要機械・行程・作業項目 l 関連施設及び施設的設備 | 検討・研究課題 |将来構想すべきもの

モアコンデイショナー・テッダー・レーキ・ベーラー・

ベールローダー・ワゴン・へイエレベーター(収納)

ヘイレージーモアコンデイショナー・フォーレージハーベスターlア
Iユ/

・ワゴン・フ才一レークポックス・プローワー lロ

普通埋草ーフ才一レージハーベスター・ワゴン・フ aーレージ I~_ 
ホ:':1クス・フ・ローワー ノI

へイウエファーフォーレージハーベスター・ワゴン l 

ヘイキュープーフ才一レージハーベスター・ワゴン ト→

へイミーノレ→ベレット フ1ーレーヅハーベスター・ワゴン l 

トラクターパックスクレイパー(パーンヤードの整理) ・ 乾草給

与(手労) ・埋草給与(時間給与)

分娩介助(助産機)治療(蹴り止め機)毛刈D、削蹄、断角

離乳後の異る月令(体格〉の育成牛群の合理的な群別管理法

の客土

ヘイストレージ(乾草収納及び給与) I各種農機具の性能調査|ファイトロン(人工気象

圃場内、要所K主免 I I調節温室)

サイロ(パキュームサイロ=真空叉|飼料実験工場運営と耕|各種農、畜産機械の実

は気密サイロ)作式との結合 |験、修理工場

パンクフィーダー(セルフプロベノレ I(収穫適期別牧草種類|秤量場(連続自記記録)

ドフィーダー)の検討)気象観測自記記録装置

飼料製造実験工場

スラット床 100頭収容フリーストーノレ|新牛舎の効用と短所、 I 0乳牛の季節繁殖問骨

牛舎一部電気床温、パーンヤーに給|乳牛能力、疾患、円盤|→無搾乳期間の設定

水器、へイストレージ、パンクフイダ一、 |搾乳室の性能 I (学生休暇)

ロータリー搾乳室 冬期搾乳重点制作J躍

特別管理牛舎 (Ho5 p i t a I b a r n 
7，8月中)→耕作重点

育成牛舎

E 特別管理牛舎 (Ho5 p i t a I b a r n ) 
ホ乳仔牛群の合理的省力管理作業(自動ホ乳機械除角、去勢|

| ホ育所、パドック

育成牛群の省力管理育|現有代謝試験室利用の

成法 |他ズートロン(人工気象

実験畜房)

テレピカメラ利用の放牧牛群監視、牧牛犬の刺用、出入口|一…一一…一…v一一一一v …|放牧地普通牧柵叉は電気牧柵
同議毘患と之主君主 | 牛用自動飲水機

市乳一受入、ロ過、余熱、殺菌(滅菌ロングライフミノレ

ホ乳積群の " 
家畜飼養実験畜舎

実験中小家畜舎、実験

鶏舎

略合|ィ、生乳生産処理の合理化省力化

農 理

ク)、均質、包装(テトラ・プリック)

バター一言入、 ロ過、クリーム分離、チャーニング、水洗

加塩、練圧、包装

乳製品製造実験工場 肉製品実験工場

マニュアタンク、捜梓爆気生化
産
物省

処力
理化
の

口、生産績処理の " 
ハ、堆厩肥、ふん尿処理の F 

牝積一後継良牛の選抜、ホ育、育成

牝積一ホワイトグイーノレ(積肉)、去勢、早期離乳、肉用育成

(成牛肉)

スフ・レッダー(堆肥散布)スラリーインチ'エクター(地中埋注) I開放牛舎

主空~M技 vlllll境整恋

施設(スラリーの合理

的処理〕

④ 酪農経営業務及び事務処理、情報交換の合理化(管理棟内及び管理棟よ.!J)業務、管理各資料の収集整理(乳牛能力系統調査.園場及び工場生産物資料その他事務管理)

高能力事務機械、場内主要個所への電話、遠隔圃場とのトランシーパ一、分娩室テレビカメラ、学生集団、視察者陀対する説明案内対応(案内板、ビデオ、テープコーダ一、スライト¥

ミ=チュアセット、パンフレット。) (畜産教育センター宿泊施設)
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第3表 成牛群の新設フリーストーlレ牛舎えの入舎入床率調査

( 49. 11.調、帯広畜大農場太田)

5.0 0 A _ M 10.00 P _ M 

入小 床 入 入 入小 床 入

A B 。D 舎 dEコb A B 。D 舎

床計 外 計 率 床計 外 計

1 1. 6. 4. 5. 26 5 3 1 

1 3. 2. 6. 9. 30 2 32 59.2 1 O. 6. 3. 9. 28 6 34 

9. 4. 1. 3. 1 7 3 20 37.0 1 3. 6. 2. 6. 27 1 28 

8. 4. 3. 5. 20 2 22 40.8 1 1. 1 O. 7. 1 O. 38 1 6 54 

1 6. 2. 2. 6. 26 1 27 50.0 

6. 4. 4. 6. 20 1 21 39.0 4. 7. 1 O. 1 3. 34 1 9 53 

1 6. 7. 8. 9. 40 2 42 79.3 8. 7. 5. 5. 25 4 29 

8. 9. 4. 7. 28 28 53.0 8. 8. 6. 3. 25 2 27 

2. 2. 6. 6. 1 6 1 6 30.2 9. 8. 5. 4. 26 4 30 

9. 4. 6. 3. 22 3 25 46.4 

@ 38. 4 O. 54 219 1 4 233 % ⑫ 58. 42. 5 5. 229 57 286 

24.2 25.9 48.4 

総

入 頭
気{~~
温 PM

dEコ~ 

率 数 (・0他

57.5 54 + 2.0 

63.0 54 
- 5.0 

-1 0.0 

53.0 54 
-1 1.0 

- 6.0 

⑩ 54 
- 9.0 

- 8.0 

- 4.0 
⑩ 54 小- 1雨.0 

⑩ 53 
+ 0.5 
十 3.0

55.0 53 
十 4.0
- 4.0 

5 1.0 53 
- 5.0 

+ 1.0 

56.6 53 
十 4.0

+ 3.0 

53 + 4.0 

qも

56.1 (⑩印を除く)

摘要 ① 本調査は牛群の比較的動かぬ時刻を定めて調査、 ② 入舎とはフリーストーノレ牛舎内、入床とは牛床K位置していた頭数、

③牛床列 Aは北側、 Bは中央列北側、 0は中央列南側、 Dは南側牛床列であるo

備

考

強制入舎前の

兵舎率
53.7 % 

(AM. PM) 

P. 5.45全頭

を強制入舎し

P. 10.00 

解放

強制入舎後の

入舎率

>- 53.0 % 

(AM.PM) 



第4表 牛群の新フリーストーノレ牛舎えの馴致状況調査(帯広畜大家畜管理学教室)

(昭 49.7.30 (新牛舎忙移転)より 8月 13日まで 15日間の状況)

a、ストーノレ忙入ったのを 1度も観察し左いもの 3頭

b、ストーノレ忙入っても横臥し左いもの 4頭

c、 1回だけストーノレ内の横臥を認めたもの 8頭

d、 2--3回ストーノレ内の横臥を認めたもの 6頭

e、 4回以上ストーノレ内横臥を認め十仔馴れたと思われるもの 2 6頭

計 4 7頭

第5表 新設の回転パーラーえの搾乳牛群移動忙よる乳量変化の調査

(昭 49.8. 8 調、帯広畜大農場、太田、浦上)

77ト¥ 産 乳 量 平 均 備 考

ヘ
4 9. 7. 2 7 6 8 O. 5 搾数 48--47 

1頭当日量
2 8 6 5 3. 9 6 6 6.2 ( 1 0 0 % ) 

1 4.0 kg 

2 9 6.6 4.3 
(100%) 

ノ

7. 3 0 6 0 3.5 車夕広刻従来の搾乳室Kて搾乳後、新牛舎K移動
よりロータリーにて搾乳 1日 2回搾乳

、、
8. 1 6 5 2. 6 搾数 4 6....... 4 7 

1頭当 1 3.4 kg 
2 6 0 1. 6 

( 9 5.8 % ) 

3 6 1 6. 6 新牛舎え馴致のため従来の放牧

4 6 2 6. 9 
採食をとりやめた関係もあって

ト624.2(93.8%) 
減量したと思われるo

5 5 8 9.1 

6 6 1 8.9 

7 6 0 4. 2 

8 6 3 O. 4 

戸

Lndpo 



シンポジウム討論要旨

昭和 4 9 年度 V~ ポジワムは、 「乳牛管理のνステム化」の課題な 1 2月 11日、札幌市水産会館

忙おいて開催された。午前の部は、村井信仁氏(十勝種畜牧場)を座長として、堂腰純氏(北大農学部)、

築野健司氏(長瀬産業側)、午後の部は、大槻清彦氏(北農試)を座長として、稲継新太郎氏(十勝種

畜牧場)、浦上清氏(帯広畜大)の講演左らび忙参加者Kよる討論が行われた。

以下の要旨は、当日のメモから編集幹事の責任忙おいて取りまとめたものである(朝日田康司)。

午前の部

座長:最初に乳牛舎の環境調節について、あとで施設機械の関係忙入っていきたL、。討論忙入る前K

堂腰先生から追加する点がございましたらお願いします。

堂腰:畜舎の換気あるいは断熱をする場合、具体的左対応策が必要ですが、農業のための設備機械の

開発が行左われてい左いため忙、冬季聞の障害が多L、。搾乳機械とは違って建物を輸入することができ

左いわけですから、日本においてもこの方面の開発が必要です。

先程、省略しました具体的左換気の方法忙ついて説明します。動物を飼う場合、建設費の点からも考

えられますが、運動阻害が起き左い程度で、できるだけ密飼にする方が発生する熱量K対する放熱面積

が小さく左り経済的忙有利と左ります。従来の畜舎の面積は 10 m2
/ 顕であったものが、換気等の環境

対策をつめていくことによって現在 7m
2
/ 鎮が可能忙左っています。そのためには完全左環境コントロ

ーノレを行左わ左ければ左りませんo 換気を行左う場合注意すべきことは最低温度でも左おかつ必要左換

気量だけは確保しておか左ければ左らず、また最低温度忙おいて連続的に作動するブアシが必要である。

温度が上って来ますとそれに応じて換気の量を増加してL、かまければ左ら左いが、換気扇の作動台数の

増減で調節するのは実際的で左く、例えば、 1 0台のうち 2台しか作動していない場合、舎内の空気の

動きは左か左か一様Kは左り得左い、換気を一様にするためには換気扇が動いたり止まったりする必要

がある。

また、換気扇を静止した時問題と左るのは、外気と完全忙遮断きれているかどうかであります。従来

の換気扇ではνヤッターを通して外の冷気が流入するため舎内の下部が低温にまるということが起きて

おります。そのためすき間のでき左い換気扇というものの開発が必要であります。

動物からの放熱を有効K使うためには、高い所から冷気を入れるということが必要であり、そういう

点から、天井があったほうが良L、かどうか、色々左考え方がでて来るのですが、現在のところ天井をつ

けて、その一部から冷気を入れる方法が望ましい。また換気扇は冬忙断続的に、夏は連続的K稼動させ

るのが望ましいが、そのために現在一番容易左方法としてサーモスタットを用いて夏から冬忙かけて完

全に自動化することが可能と左っています。さら K換気扇口の開聞はよろい戸式のものよりも一枚ダン

ノミーのほうが良いと思われます。

以上のこと K関連して、畜舎の環境的対策と省力その他K関して、一つのνステムとして把えていく

ととが重要であり、断熱、換気及びそれに付随するものを含めて全体のパランスを考慮することが重要

である。

小崎(道・農業改良課):最近、 D型ノ、ヲスの増加する傾向があるが、そうしづ場合も考えて、天井
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は絶対K必要左ものかどうか。最近の耐寒式の牛舎忙おいてファシの取付けは左されているが入気口が

必ずしも設置されてい左L、。強制換気を行左う場合入気口はそれほど考え左くても良いか。

堂腰:一つの例として狩勝牧場では天井をつけ左い畜舎としたが、冷気は必らず上方から入気する必

要があるので、それを直接床まで降下させまい為K入気口のところで分散する方法がとられている。そ

の場合入気口の幅が重要で、棟の方向忙、大体 15 cmが適当とされています。ただ換気を止めた時K、

排気口と連動して入気口を完全忙密閉し左ければ暖気が逃げてしまうので、入気口を密閉できるよう左

関連機器ができた左らばこうしづ方法も悪いとは言え左~、。しかし断熱を完全忙行左うことを考えれば

天井をつけて、天井を断熱する方が屋根を断熱するよりも結果がよし、。その場合、夏忙はのき下から換

気をし左ければ屋根で熱せられた非常忙高温の空気が入ること忙在るので、この対策も必要です。天井

をつける忙しろっけ左い忙しろ換気の方法はどちらでも可能で、あとは経済性の問題と左ります。

座長:ありがとうございました。との他忙ワオームスラット牛舎忙おける光の問題についての御意見、

御質問があろうかと思いますが、その点につきましては午後の討論等でうかがし、たL、。機械・施設・関

係の御質問ございましたらお願いします。

相田(全酪連) :群管理忙おける省力化とし、う面から家畜を淘汰するということが必要と左ってきま

すが、その場合忙ロータリーパーラーを用いた時等で淘汰を乳脂肪でおさえるのか乳量でおさえるのか、

そういった問題をこれからの施設にどの様Kとり入れるのか。

築野:淘汰とし、L、ましても様々の条件から困難左ことでありますが個体差の大きい場合、乳量忙よっ

て群仔けするあるいは種付け時期を一定忙して在るべく乳量を同じようにするという方法が取られてレ

ます。

相田:乳量は測定する方法はあると思いますが、脂肪テストを簡単忙行左うよう左方法があるかどう

か。

築野:できる器具はございます。ユニラクターでもサシプリシグができます。計量は全乳量をジャ-

K貯めて読み取る方法がとられていますが、電子計算機陀接続して自動的K記録する方法があります。

4分房別々には現在のととろできません。

午後の部

座長:以上のご報告では、実際忙使用し始めて期間も短かく家畜も作業者もまだ施設忙慣れ始めたと

いうことですのでこう Lづ点も見ていただきたいというよう左御質問を若干いただきたL、。

大久保(北大農):両方の方忙おうかがし、します。両方とも形は違いますが、 ロータリーパーラーを

導入されているのですが、十勝種畜では 78頭規模で 17頭用のユニラクタ一帯畜大では将来的忙11 4 

頭で 12頭用のロータリーパーラーでいずれにせよ 100頭前後ではロータリーパーラーを導入する有

利性を発揮でき左いと思います。どういう考えからロータリーパーラーを導入されたのかお聞きしたL、。

稲継. 300頭規模まで拡大して、能率を追求して行きたいが、実際忙は牧場の管理人員等の制限が

あるために不可能である。一応成牛 100頭として繁殖率 80%とすると 80頭搾乳と左りますので、

それでどの程度のことができるのか推測をして、それに付随させて肉付けをしていきたし、口

浦上:稲継さんと同じで、大学では経営研究そのものでは左く、その研究結果を還元した場合、目立

経営忙おいてどういううまみがあるかというデーターを取ればよいので、 100頭前後ではロータリー
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ノミーラーのような施設を完全忙償却することはむずかしいカミ大学では実用上忙必要左推定数字を提起

する形で良いのでは左L、かと思う。

座長:¥，、ずれも公的機関の施設ですので将来の問題を踏まえてとL、う背後の事情があるかと思います。

西部(宗谷管内普及員):スラット牛舎は確か忙省力的ではあるが、その後の処理法忙問題があるの

では左いか。つまりスラリーポシプを用いての処理方法では一ヶ月程かかるし、実際には液と澱が分離

して処理が困離であるということもあるo こうしたことから運搬作業忙大き左労力が必要と左ると思う

が如何。また、スラリーに空気を注入すること忙よって沈澱をとめて同時陀仔解を早める方法が考えら

れるのでは左いか。

稲継: 1， 6 0 0 m3
もの量をある決められた時期、たとえば刈り取り後忙散布するということは困難が

伴走い、また運搬するとすれば地理的忙平胆地で左ければ左らず、配管Vス予ム忙すれば反対にある程

度の落差が必要と在るといった矛盾があるo 現状では 2台をセットとして処理していきたいと考えて、

少左くとも週一回を空気を注入、捜拝して腐熟化を早めるよう忙したいと考えています。

浦上:スラリーは牧草養分として大切であり、処理方法については今後各方面からの意見を参考忙し

て解決していきたし、。

進藤(開発公団 ):スラットの規格、材料費忙ついて知りたし、。

稲継:上幅 15 cm、高さ 20 cm、下幅 10 cmで上部を 40 cmの間隔で配列しており、材質は強度を保

つため陀スラットの長い方向に上下、各々 o1 6閥、 o1 9仰の鉄棒を通し、縦の方向Kも20 cmの間

隔で細い鉄棒が入っており、その上忙コシクリートで固めたものです口

浦上:概略は稲継さんと同じです。

座長:以上で質問討論を打ち切りたいと思います。今後双方の施設で更K研究、調査を行まっていた

だき、この研究会でその成果を発表していただきたいと思います。どうも有難うございました(拍手)。
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乳牛の自動群飼育システム

Automatic _Group Feeding Sgstem for Dairy Oows 

H.B.Pucke七七， G.M.Hyde， E..F.O工veTjK.E，Harshbarger

Transao七工 ons of ASAE， 16:504-507， 1973 

家畜飼育の自動化は個体別飼育では複雑となり群飼育では単純となるがw 経済的Kは大体の飼料要求

量をもとに群飼育する必要がある d また飼料の種類数Kも影響を受け、飼料が 1種類であれば取出し給

飼を自動化し給与量をコントロールするだけでよいが、 2種類以上となるとその混合割合をコントロー

ルする必要があり複雑となる。乳牛を 2群以上で群飼育する場合Kは次の操作の自動化が必要であるo

①粗飼料の取出し ②粗飼料と濃厚飼料の混合 ③給飼、給与量のコントロール ④コンベアー装置の

清掃 ⑤トラブノレ時の安全と停止 ⑥濃厚飼料タンクへの再補給。そしてオペレーターの仕事は次のよ

うであるo ①各牛群への給飼量の決定 ②粗飼料と濃厚飼料の混合割合の決定 ③組飼料サイロの選択

④装置の始動のトラプノレ時の装置停止 ③自動制御装置の監視 @滋置運転状況の把握。飼育の自動化

にあたっては自動制御装置の故障K備えて手動制御装置も必要であり、また維持管理が簡単でなければ

ならなL、。

イリノイ大学の自動群飼育γステム(図参照)は 5群 115頭用であり、粗飼料は自動的K取出され

秤量器K送られそれからのシグナノレ忙よって濃厚飼料取出しオーガーの速度がコントロールされ、予め

セットした飼料量K達するとサイロアンローダーが停止する。取出し終了後も数分間コンベアーが回転

し、コンベアーの清掃が終わると引続き次の群への給飼が開始されるo 飼料は傾斜コンベア一部分で濃

厚飼料が加えられ屋外のオーパーヘッドコンベアーに送られ、このオーガータイ 7.のコンペアーが時計

方向 K回転すると 1、2群K、逆回転するに 3、 4、 5群に給飼される仕組みとなっているo

との装置を使用してみて次のことが指摘された。c!滋置の維持管理と操作を容易にするために手動制

御と自動制御は別の電気系統とする。 ②混乱をさけるために制御盤の手動制御と自動制御のスイッチ

は離しておく。 ③装置の運転状況把握を容易托するために全γステムの指示燈を装置系統図上K設置

すべきである。

(北大農学部 小竹森訓央)

Q
d
 

F
O
 



図 フィードロットと給飼装置の略図
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南面壁開放式目巴育豚舎の冬季改善策

Winter uperation of a ModifiB~ Open-Front 

Finishing House for Swine・

D. DJ Sne七heQ， C.K.Spillman，RiH.Hines 

Transac七ions of ASAE， 17:364-365， 1974 

開放式豚舎は、密閉式豚舎のように環境制御はできないが、夏の暑さの影響をやわらげることができ

る。一方、冬Kは密閉式におけるよりも、肥育成績は劣る(J e ns e nら、 1 9 6 9 )が、敷料が充分

であれば、密閉式Kおけると同じような成績を納め得る(Crame rら、 1 9 7 0 ; Me n七zerら、

1 9 6 9 )。しかし、最近は、敷料を用いないで、床全面をスノコにする方式が採用されてきているのて

このような開放式豚舎の冬期間の簡易閉鎖が冬の肥育成績に及ぼす効果を試験した。

供試豚舎は、スノコ式床で地下 K液肥槽を設けたカンサス州立大学付属農場豚舎で、東西の方向 ~16

豚房(1豚房1.8 X 4. 6 m )を単列に配し、南側は開放、北側は断熱材の厚さ 2.5 cm.の外壁で窓はない。

屋根には、厚さ 2.5 cm.のプランクット型断熱材とプラスチックの防湿材を施してあるo

1 968年の初冬 Kは、約 36 kgの肥育豚の日増体量が僅か 0.1kgで死亡するものさえ続出したので、

当座しのぎに、南側をスチーノレノレーフィングで被ってしまったところ、表 1のように増体量は向上した口

しかし液肥は凍結したままであった。続く 19 6 9年の秋K、南側を厚さ1.9 cm.の合板と O.1 5伽透明

ポリエチレンフィルムで閉鎖した口ますこプロパンガスの轄射暖房器(熱出力 27 0 K cat / m2
/ hr )を

寝所の上K設置し、排気扇を 2個(全風量 84 m3/min )を北側の壁につけた(1個はサーモスタット、

1個はタイムスイッチで動作)口これらは春忙は取りはずせるようにした。肥育成績は表 1~見るよう

K、夏の平均とほぼ同じであった。また、液肥は凍らなかったロ

表 1

年 次 期間(月.日) 平均体重 日 数 日増体重 飼料要求率

kg 日 kg 
1968-1969 冬 5 5 9 2 0.6 3 3. 2 0 

1 9 69-1 970 冬 6 3 7 2 O. 7 6 3.0 9 

1970-1971 11.25-1.13 6 0 6 6 O. 7 1 3. 1 0 

197 1 1. 1 8 - 3. 2 4 7 3 6 3 O. 7 6 3. 4 2 

夏の平均 6 4 7 0 O. 7 6 2.9 0 
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表 2は簡易に閉鎖した豚舎の環境調査成績の平均値であるo

表2

期 間 (年.月.日)
温度(.C ) 

1 9 7 O. 1 1. 2 5 - 1 9 7 1. 1. 1 3 1 9 7 1. 1 8""'" 3. 2 4 

舎 外 (乾球) ー0.6(ー 14. 0， 1 5. 0 ) 2.8 (ー 6.1， 1 7. 2 ) 

舎 内 (乾球) 1. 7， 2 O. 0 ) 1 5. 0 ( 1 1. 1， 2 O. 0 ) 

" (黒球) 5. 6， 2 3. 9 ) 2 2. 2 ( 1 7. 8， 2 6. 1 ) 

床 -1. 7， 1 9. 4 ) 7. 2， 2 2. 2 ) 

ポリエチレンフイノレム ...: 6.7， 1 6. 7 ) 5. 6， 2 O. 0 ) 

被 g~ 7. 2， 1 6.7 ) 1 2. 8 ( 1 O. 0， .1 6. 7 ) 

相対湿度 (% ) 7 1 5 6 ，84 5 2 ， 8 0 

( )は平均値の幅

表K見るよう忙、床面は舎内気温とほぼ同じで、床面がとく K低温となることはなかった。また、稿

射暖房のため、黒球温は舎内気温よりも高かったのは当然で、暖房器の下にいる限り、豚の体感温度は

黒球温K近かったはずであるo ポリエチレY フイノレム面に結露することがあったが、水滴はフィルム表

面を流下して舎外へ排出するようにしたD また、床下の液肥は凍結しなかった。

結局、カンサス州北部程度の気候の地域(訳註、 1月の平均気温由 1
0 .._ー 50C)であれば、全面ス

ノコ床、南側開放式の肥育豚舎で充分で、冬期間は‘ポリエチレンと合板のような低廉な材料で閉鎖し、

補助的K轄射暖房器を使うよう忙すればよL、。

(北大農学部 朝日田康司)

冬期設計温度の再検討と算定

Review and Evaluation of Winter Design 

r.J.'emperatures 

O.Pa七rickOullen，Larry 0・pochop

Transac七ion.s of ASAE， 16: 1002-1005r ，1009 ， 1973 

畜舎の環境制御技術における冬期の設計温度の選定はきわめて重要であり、今までもいくつかの方法

が試みられてきた。 Mende 1ら (1969)、Yeck'and S七ewar七(1959)Kよると家畜

の高温または低温障害は単純な臨界温度の発生よりもその継続時間K大きく影響されるとしている O 今

回の報告ではマノレコーフ連鎖的亡より臨界温度を越える温度の継続時間の出現確率を求め今まで提案され

た各種算出方法Kよる設計温度の再検討を行った。
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各種算出方法忙よる冬期設計温度を表-1~示す。なお対象とした地区は Torrington ， She-

ridan， Newcas七1e の3地区である。

表-1 各種方法Kよる冬期設計温度( 0 F ) 

一一¥一一- Torring七on Sheridan Newcas七1e

1 日平均気温 2 8 1 9 2 2 

平均第 3 位低温 -1 2 -2 0 -1 4 

平均 第 6 位低温 ー 7 ー13 ー 8 

平均 第 1 2位低温 。 ー 5 。
A S HRAE  9 9 %値 ー11 ~ 1 2 ー 9 

" 9 7.5 %値 ー 7 ー 7 ー 5 

0.0 2 5 確率低温 ー24 - 3 5 ー25 

O. 0 5 0 " ~ 2 0 ー29 ー21 

0.0 7 5 " ー17 ー26 -1 9 

0.1 0 0 /1 -1 5 ー24 ー17 

0.2 0 0 " -1 0 -1 9 -1 3 

ただし、 1月平均気温:年最低月平均気温、平均第 3、 6、 12位低温:日平均気温の年第 3、 6、

1 2位低温の平年値、 ASHRAE99%、 9 7.5% 値:米国冷暖房空調技術者協会の冬期設計温度

で 12月、 1月、 2月の毎時の気温をもとに算出し、それより高い毎時温度の出現頻度が 99%、97.5

%となる温度の平均値、 0.0 2 5 --O. 2確率温度:日平均気温で出現確率が O.0 2 5....... O. 2の低温。

表-1~示した設計温度Kついてrマルコーフ連鎖法忙より設計温度を下まわる気温が続く回数(連続低

温日数)別Kその出現確率を計算したd

その結果、この方法で算出した連続低温回数の出現確率は通常使用されている 1--20%の危険率よ

りしばしば低い値となった。

一般K用いられている方法(A S H RAE  9 9 %、 9 7. 5 %)  ~よる値は上記の危険率K近い値を示

し、 1月平均気温を用いた場合Kも3日--6日の連続低温回数については同様であった。平均第 12位

低温を用いると 3日またはそれ以上続く連続低温回数の出現確率は 1 %に近い値であったが、平均第 3.. i 

6位低温、 0.2確率低温では無視できるほど小さな値を示した。

なお以上K述べたマノレコーフ連鎖法等の解析方法の利用K当っては家畜に対する十分な知識が不可欠

であり、色々な家畜や各種条件下における生産損失と環境要素との関係が必要となってくる。

水訳者注 マノレコーフ連鎖

ある現象 Kついて‘時実!]S以後の時刻七忙おける状態の確率(条件付確率)が‘ S~おける状態だけ

で定まり、 S以前の状態に無関係なとき、この現象は履歴をもたないといい、このような現象を表示す

る確率過程をマルコーフ過程という。この過程珂廿において. 七を一定間隔の時問、例えば七=1，. 2 

-、 人…...~よるとき、苅廿=X(q をマノレコーフ連鎖とよぶ。〔岩波理化学辞典より〕

(北大農学部高橋英紀〉
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酪農洗糠用水の水質汚染

Quality Degradation of Dairy Washwater 

A.C.Chang， G.Yamashi七a，

J，B，Johanson，K.Aref， D.O.Ba工er

Transac七ions of ASAE， 17:757--760， 1974 

米国の酪農業は、乳牛飼育技術の革新K伴い、 1 9 5 0年代より経営規模の拡大が急速K進行して来

ているo カリフオニア州南部Kおいても搾乳牛の平均飼養頭数が、現在、平均 350--400頭に達し

ている口この地域では、一般的K、搾乳牛を 1頭当 37 --46m2の広さの土間ないしは舗装した柵内で

飼育し、飼料は、組飼料を柵内で、濃厚飼料を搾乳舎内で給与する方式を取っている。搾乳は、規模の

大小K関係なし 1日2回、 1 2時間々隔で行うのが普通であるo 搾乳忙際しての乳牛の洗糠は、通常、

待機場内の床K設置した噴水設備忙よるか、搾乳舎内でホースを用いて行われており、使用後の水は、

一旦、貯溜槽K集めた後、草地潜概K利用されている。この他K、乳の冷却用として少量の水が使用さ

れているが、これも同様の方法で処理されており、なか陀は、冷却用水を牛体洗樵用K再使用している

所もあるo こうした廃水処理法Kより、水質汚染源となる各種物質を含んだ大量の水が、未処理のま L

環境K放出されることとなる。この研究は、こうした廃水の水質低下が、どの程度忙達するかを調査し

たものである。

調査対象のカリフオルニア州チノコロナ酪農地区は、搾乳牛総数約 12万 2千頭、農家数、 3 5 5戸、

経営規模、搾乳牛飼養頭数 15 0以下. 1 5.1%、 150-300、 5 3・7 %、 300--450、18.4 

%、 450--600、 6.7%、 600以上 6・1%の構成である。この地区では酪農用水として全ベて地

下水を使用しており、 2 2戸の農家を抽出調査した結果、洗織と冷却K使用する水の量は乳牛 1頭当 1

日 114--189tとな久経営規模の大きい農家ほど使用水量が多かった。これらの数値より推算す

ると、この地区での洗糠用廃水量は.. 1日当総計約 22， 7 0 0 m3 'VL達する。

調査農家の搾乳 1回当の所要時間(搾乳牛が洗税用噴水設備忙入り始めてから、全牛が搾乳舎を出終

るまでの時間)は1.35--1.75時間で.規模の大きな農家が長時間を要したが、乳牛の糞尿排池は主

として最初と最後の 30分間K集中するためw 搾乳所要時間の長短Kよる廃水汚染度の差はなかった。

下表K、 2戸の農家を対象に行った水質変化の調査結果忙ついて示した。すなわち、使用後の洗機水は、

使用前K比較して、色、濁度、味等の他K、有機物(C 0 D)、全窒素、全可溶性塩類の各含量K著し

い変化が見られた。陽イオンの中では、・カリ含量の上昇が著しく、これは飼料中のカリ含量が高いこと

Kよるものであり、陰イオンでは‘塩素‘重炭酸イオン濃度の増加が大きかったが、これらは、食塩の

摂取と反額胃へ流入する唾液K原因すると考えられるo こうした廃水が、もし地表水K混入した場合は

大きな汚染源となることは明らかである。この地区では、地下水を利用し、廃水を草地K還元する

closed sys七emとなっているので、地表水を汚染するおそれはないが、地下水汚染の危険性は多

介にある。前報(Pra七七ら， J.Environ. Qual・ 1 : 97， 1971 )で、この地区忙おける、土

壌中での、硝酸塩類の下降移動Kついて経時的変化を推測して発表したが、この地区で一般的K行われ
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ている草地溝概の条件下では、前記、洗練廃水中K含まれる各種塩類が、地下水面忙到達する期間は50

..._ 6 0年と推定される。水溶性の塩類を含むということでw 現在の廃水処理に変わる方式を採用するに

は、確かK困難な面があると考えられるが‘今後w 廃水処理方式を検討する場合は、水溶性塩類の除去

Kついても配慮する必要がある回

酪農洗糠用水の理化学的水質変化

測定事項

全固形分含量(%) 

電気伝導率 (mmh%m)

pH 

OOD(呼/百zt)

全窒素( " ) 

NH4-+-N 

Na_+ 

C 

Mg件

。a什
Ot-

NOa -N 

H003， 

80:-

pO!-

洗機前 洗糠後

O. 0 5 0.3 8 

0.7 9 2. 5 3 

7. 6 

6. 8 

7. 9 

3 3 2 3. 0 

2.9 0 1 6 O. 3 

O. 4 8 2 9.2 

9 5. 7 4 1. 2 

4.6 6 

1 9.8 

1 8 4.5 

4 0.4 

9 4: 5 1 5 0.6 

4 9..9 1 5 4. 7 

8.6 9.0 

O. 0 4 

632.2 

1 8 1. 0 

0.4 7 

2 1 9.2 

7 9.5 

注) 数値は平均値

(北大農学部上山英一)
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圧縮空気を利用した糞尿の運搬

Pneumatic Transportation of Manure 

Alexander N.Shimko 

Tr'ansao七ions of ASAE， 16:1170---1171， 1973 

ソ連では現在毎年 4億 5千万トンの有機肥料が使われている。無機肥料の増加ととも K、糞尿の利用

も増加している。毎年、 5億 2千万トン--5億 5千万トンの家畜の糞尿が使われているものと思われるo

農作業の全労働のうち、物を移動させる作業が 40 %をしめ、そのうちの約半分が糞尿に関してであ

る。しかし、糞尿の集積、貯蔵、散布の利用技術が乏しいため、質、量の面で不必要な損失を生じてい

るロ畜舎からの糞尿の取出しがパーンクリーナやその他の機械で十分やられていても、長期間の使用に

耐え冬の低温時にも勅率よく、糞尿ピットまで運ぶ機構は最近までなかった。

ソ連邦畜産試験場の機械化研究所で、 1 0 0 --2. 0 0 0頭の牧場Kおける糞尿を貯蔵庫まで移動させ

積み上げる圧縮空気を利用する方法(ニューマティック・システム)が開発された。このシステムは、

畜舎からピットまで糞尿を移動させるため陀、 トラクタやその他の機械を利用していなL、。このシステ

ムは、栄養分を損うことなし忙長期間、高品質の有機肥料を貯蔵し、運搬し収納する方法でもある。ニ

ューマティックシステムとピッドへの積み方を図K示してあるo

このシステムでは、糞尿はパーンクリーナで畜舎から運ばれ、パノレプ(9)を通って、タンク任。へ直接落

される。タンク帥が一杯忙なった時w パルプは手動で閉じられるo 二方向パルプ(6)が閉じられ、空気が

大気中へ逃げるのを防ぎw タンクUQ)は約 6気圧忙加圧される口タンクの糞尿が空Kなると、マノメータ

(圧力計)で示されるが、タンクを大気圧忙もどし、圧縮空気がタンク忙流れ乙まないよう忙 2方向パ

ノレプを開けるo 使わない圧縮空気はw パイプラインunvc残っている糞尿と一緒K吐き出される口こうし

て 1サイクルが終り、新しいサイクノレはパノレプ(9)を開くこと Kよって始ま久この工程が繰り返されるo

金属製のパイプラインωは、内径 219仰で土壌の凍結面より 20 cm探く埋めてあるo このシステム

を運転するための圧縮空気は... 5馬力のモータで駆動されるコンプレッサー(2)で供給されるo 6. 3 m3
，容

量のレシーパ -(1)は、このサイクノレの加圧部分を短くするために備えてあるo

ニューマティック運搬システムの出口でw 糞尿を収める新しい方法の積載式糞尿ピットが当研究所で

設計され作られた。ピットは、面積と貯蔵の面でコストが最小忙なるよう忙‘しかも窒素分の損失を減

らし、効率よい取扱い、移動、散布ができるような適当な粘度の糞尿忙なるように設計された。

圧力のかかった糞尿は、ピットの高い位置ではなく低い位置へ直接運ばれるo ピットの尿のレベルは、

ピットの壁の一番上より 1.0---1.5m，下忙なるようにする。この液肥は、約 85%が水分であるが、糞

尿ピットの全面をカバーするパイプラインから流出するo 水分の少ない糞尿の層的を持ち上げていくの

K、十分な圧力が発生するo 液肥のレベルは、ピットの底近く Kあるフィルター闘で調節される。過剰

な液肥は、ポンプQ3)によって貯蔵槽ωへ、パイプラインωで送られるd 尿は、貯蔵槽日Kポンプで送る

ことができるし、糞尿の中vc..しきわらの混入が多い時は、タンクωKも送ることができる。第 1ピッ

ト仰が一杯Kなった時Kは、第 2ピット K切り変えることができる。第 1ピットの糞尿は徐々 Kフィル
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1. レシーパー(容積: 6.3 m3
.、圧力: 6気圧)

2. コンプレッサー(モーター: 5馬力、容量: 0.59m3/min) 

3. 圧縮空気用パイプ

4. トラップK至るパイプ

5. 大気中へのパイプ

6. 2方向パノレフ.

7. 糞尿撹持用空気パイプ

8. トラップ

9. ノミノレフ.

10. 糞尿タンク(容積: 3 m3
) 

11. 糞尿用パイプライン

12. 尿用パイプライン

13. ポンプ(モーター:三馬力)
4 

14. 尿用パイプライン

15. 尿 槽

16. フィノレター

17. 糞尿ピット(容積 :650m3)

ター闘を通して水分を減らし、水分 65--70%で安定する。フィルター聞は直径 2--10cmの砂利の

2 0 cm厚さの層であるo

この研究の結果をまとめると次の通りであるo

1. ピットの上方K糞尿を積み上げることは、前述の方法で可能であることを確めた。積み上げる高さ

は、ピットの壁の上から 3.5m 以上可能である。

2. 糞尿は、ピットの全面Kわたって均一K積みあげられた。
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3・ 冬期間Kおけるピットの中の糞尿の温度は、 7-1 o.Cであった。糞尿の氷の厚さは、 1 0 --1 5 

mであり春Kはすぐ溶解した。

4. 糞尿の水分は、 85%から 65-70%VC下がっナら糞尿の栄養分の損失は、 6カ月貯蔵でもなかっ

た。栄養分を湿量基準パーセントで表わすと、 N= 0.5 6 1、 P205 = 0.2 7、K
2
0 = 0.4 7 

5. このニューマティックシステムでは、しきわらを含んだ濃い糞尿でも、大きい直径のパイプライン

で、水を加えないで通すことができる。またこのシステムでは、他のパイプラインシステムのように、

しきわらを 3 5 cm以下K切る必要もなL、し、しきわらを糞尿とわける必要もなL、。

6. パイプラインから、糞尿を吹き出さずKこのシステムを運転する、いL、かえれば常Kパイプライン

を充たして使うことが可能であり、できればそうした使用法の方カ丸刈、ことを実証した。

7. この方法は、 1 0 0頭ないし、それ以上の牧場では経済的であると確信する。

これらの結果の値は、装置や貯蔵のための最小の資本投下で、有機肥料を増収することができ、畜舎

やその回りの土地の衛生状態の改善K役立ち、高品質の有機肥料を供給するため忙要する賃金まで減ら

すことができることを示しているo これは、ソ連邦畜産試験場の実験農場で実証されている。このシス

テムを、構造的、技術的、経済的な面で介析した結果、寒い気候でもしきわらを含む糞尿を畜舎から貯

蔵庫へ運ぶのK十分使用できることを確めた。

(北大農松田従三)
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糞尿のリサイクリングシステムを

計画する際の解析法

Make a Oritical Analysis When Planning Your 

Mechanized Manure Recycl ing System 

Rober七 L.Maddex

Elec七rici七y on The Farm_Augus七_1974 

糞尿処理システムは、収集、貯留、土地還元を主機能とし、積込み‘運搬、撒布を補助機能として、

糞尿をその発生源からそれを利用する場所まで移動させる機器、建物、手段を包含しているo 最近の環

境規制によって糞尿処理は単なる機器の選択ではなく、システムエンジニヤりングとして考えるべきで

ある D それKは「決断」という入力が必要で、これKよって農家はシステムのコンポーネント(構成要

素)を選択できる。他の入力として次のことが必要である。

(1) 述語の理解

(2) 境界条件を設定するための仮設の表

(3) コンポーネントのための設計データ

(4) 畜産経営並びK糞尿処理システムの目標の一致

すべてのマテリヤノレハンドリング Kは、ある判断の尺度があるO すなわち、

(1) 目標を達成したかどうか?

(2) システムは利益を生んだかどうか?

システムプランナーはγステムが物理的にも機能的Kも畜舎と一体であることを認識し、舎内の管理

作業と矛盾しないよう忙、主た作業者はγステムをよく管理するよう KしなければならなL、。

以上のことを考慮、してシステムプランニングガイドを作成する。(第 1図) システムは第 1欄の管

理方式と主機能欄の各項を線で結んで選択する。 100頭フリーストール乳牛ユニットと 40頭ス、タン

チヨンパーンの例を挙げ、プランニングガイドの利用法が示してある。前者については、糞尿の貯蔵期

間、スクレーパ、糞尿タンカ一、設置法を、後者Kついては同様に貯蔵期間、パーンクリーナ、エレベ

ー夕、貯蔵タンク、ポンプ、スプリンクラなどをプランナーが決定する。この決断Kよって第 2図のよ

うなシステムチャートが作られる。(例 1の場合)ここに述べた例題は実際の農家で行われた設備K基

づいたもので、何れ.もシステムとしての機能を発揮している。

新らしい糞尿処理機器が急速忙導入されてw 農家K混乱を起しているがw 上述のプランニングガイド

とシステムチャートは大いに役立つものと考えられる。

(北大農学部池内義員u) 
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家 畜 の

管 理方 式

機 官E コスト

収集

貯蔵

牛乳処理室の廃棄物

家畜の糞尿

エレベーテング

運 搬

インジェタション

主システム機能

集 収 土

還

地

7c 
貯 蔵

第1図糞尿処理システムプランニングガイド

$ 21，1 20 

コンポーネント

自動スクレーパー

コンクリート

タンク

スラリポンプ

スラリタンカー

インジェクション

ユニット

サイズ

8' プレードと

24ぴチェーン 2本

及び駆動ユニット

2， 6 4 0 0 f七3

10' X3o' X88' 

( 1 2 0日)

1げタンク用標準

PTO-50IP 

3， 2 0 0 ガロン

第2図システムチャート
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研究 ム五 言己 事

(1) 庶務報告

① 昭和 49年度現地研究会および総会

9月 17日(火)、 1 8日(水)の両日、十勝地域Kおいて開催した。 17日夕方幕別温泉ホテjレ

に集合し、総会および懇親会を行い宿泊した。総会Kは 85名が参加し、会務報告(庶務、会計、

編集)ならびK事業計画が承認された。翌 18日は別図のコース Kよりヌプカウシ牧場、新田牧場、

農林省十勝種畜牧場を見学し、帯広駅前で解散した。

ヌプカウシ牧場
9: 50""'"-' 10: 30 

'、

土幌町

新田牧場
10:45""'"-'11:30 

十勝種畜牧場
12: 10""'"-' 14:50 

現地研修会コース

至札幌

広
却

帯
日

幕別温泉 8:30

② 昭和 49年度シンポジウム

1 2月 1 1日(水)、札幌市水産会館Kおいて「乳牛管理のシステム化」をテーマにシンポジウム

を開催した。堂腰純氏(北大)、築野健司氏(長瀬産業KK)、稲継新太郎氏(十勝種畜牧場)、浦

上清氏(畜大)が話題提供し、参加人員は約 140名で活発な討論が交された。講演内容および討

論要旨は本昔、K掲載しである。終了後ビープハウス¥¥もうもう亭u において懇親会を催したが約70

名が参加し盛会であった。

③ 昭和 50年度第 1回評議員会

5月 28日(水)、テレビ塔会議室において評議員 16名、幹事 3名が出席し、本年度の事業計画

などを討議した。現地研究会は 9月 16日、 1 7日K道南地域(長万部、今金、八雲)vcおいて、

またシンポジウムは 12月K札幌市において開催することとした。

1
i
 

oo 



(2) 会計報告

昭和 4 9 年度会計報告

(昭和49年 4月 1日~昭和50年 3月31日)

般 会 言十
(単位:円)

収 入 支 出

前年度より繰越 80，802 会報第 9号発行費 1 98，000 

個人会費 1 5 9，50 0 現地研究会費用 7 1，5 50 

300。数円円X1 ，=300 (パス代、懇親会、弁当、謝礼)
内訳{.~. 0 O.t~X 3 1 7 = 1 5 8，5 0 0 

端 700 シンポジウム費用 33，600 

賛助会費 205，000 (会場費、印刷、他)

内訳{ 民000間交31=15弘000
10，000P:JX5 =50，000 通 信 費 27.361 

会報売上げ(3 9冊) 1 9，5 0 0 会 議 費 22.260 

シンポジウム参加費 1 9 1人 38.200 謝 金 35，80 0 

分 担 金(韓議室雲) 5 0，0 00 事 務 費 2 1.3 39 

預金利子 1 2.7 1 5 次年度繰越 1 56，36 7 

雑 収 入 560 

計 56 6，277 言十 56 6，277 

監査報告

昭和 4 9年度の会計監査の結果、間違いのないことを認めます。

昭和 50年 5月 2 3日
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北海道家畜管理研究会

役 貝 名 簿

(任期昭和 49年 4月---5 1年 3月、 50年 5月一部変更)， 

氏 名 所 属 氏 名 所 属

会長 桃野作次郎北大農学部

広瀬可恒北大農学部 三浦四郎樹首甑畜畜産防衛生指幕協会

鈴木省三帯広畜大

副会長 高畑英彦 向上

吉田 富・穂北大農学部 西埜 進酪農学園大学

吉田 男専修大北海道短大

評議員 山口晃甫北農中央会

伝法卓郎北海道開発局 武田 明 北海道農業開発公社

厚海忠夫道庁農務部 小林道彦北海道酪農協会

志摩忠男 向上 今淵宗男ホクレン

新谷富雄 向上 安部重之 向上

股正年北農試草地開発第 1部 後藤美城北海道家畜改良事業団

大槻清彦 H 畜産部 遠藤清司北海道畜産会

松山竜男 。 農業物理部 松本守正北海道農電協議会

高瀬 昇 v 畑作部 中野順衛雪印乳業側

上野嘩男十勝種畜牧場

斎藤 亘道立中央農試 監事

山田勝美 向上 平賀即稔北海道畜産会

松村 宏道立新得畜試 桜井 允道立中央農試

高 倉正臣道立滝川畜試

平沢 志道立根釧農試 幹事

永田俊郎道立天 北農試 (総務上山英一北大農学部

小崎正勝道庁専 門 技 術 員 (庶務小竹森訓央 向上

大根田 嚢 向上 (会言t)池内義則: 向上

岡村俊民北大農学部 (編集朝日田康司 向上

八戸芳夫 向上

なお、顧問として次の各氏をお願いしております。

道農務部長、三田村健太郎氏、常松栄氏、横山偉和夫氏。
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五 員 名簿

(昭和 50年 10月 1日現在)
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之

博

男

一

勉

典

夫

二

三

司

一

夫

夫

雄

重

隆

順

憲

英

敬

昭

康

裕

忠

一

道

)

部

達

田

山

松

野

川

原

野

田

川

海

宅

藤

)

東

A

日

B

(

安

安

相

青

赤

天

浅

浅

浅

朝

荒

厚

安

安

(

坂

健 I08 1 

札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレン地域開発部

上川郡清水町字清水南 3条 2丁目 十勝西部地区農業改良普及所

標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

札幌市東区北 19条東 4丁目 北原電牧株式会社

名寄市西 4条南 3丁目

河西郡芽室町新生北海道農業試験場畑作部

旭川市 6条 9丁目 旭川市役所

根室市常盤町 3 - 2 8 根室支庁農務課

札幌市豊平区羊ク正 北海道農業試験場畜産部

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

虻田郡倶知安町北 4条東 8丁目 中後志地区農業改良普及所

札幌市中央区北 3条西 6丁目 道庁農務部

江別市西野幌 5 8 2 酪農学園大学

河東郡音更町大通 5丁目 十勝北部地区農業改良普及所

上川郡新得町 道立新得畜産試験場

( c ) 

知念悌郎 I348 I埼玉県羽生市西 f山 1番 10号金子農機側技術部

( D ) 

出村忠章 1098-33 I天塩郡天塩町字川口 北留萌地区農業改良普及所

堂腰 純 I060 I札幌市北区北 9条西 9丁目北大農学部農業工学科

道 見吉一 1098-32 I天塩郡幌延町宮園町 9番地幌延町役場内国営草地開発事業推進対策室

伝法卓郎 I060 I札幌市中央区北 3条西 4丁目 北海道開発局農業調査課

( E ) 

榎本博司 I094 I紋別市幸町 6丁目 西紋東部地区農業改良普及所

榎本泰明 I985 I宮城県多賀城市宮内 2丁目 3番 l号佐藤造機側仙台工場

遠藤清司 I00 1 I札幌市北区北 10条西 4丁目 北海道畜産会

( F ) 

古谷 将 I080 I帯広市稲田町帯広畜産大学農業工学科

ー古 屋将邦 1080-14 I河東郡上士幌町児童会館内十勝北部地区農業改良普及所上士幌駐在所
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紋別郡雄武町字末広町 雄武町役場

天塩郡天塩町字川口 北留萌地区農業改良普及所

帯広市稲田町 帯広畜産大学酪農学科

藤 田 昭三 1069-15 I夕張郡長沼町 1区道立中央農業試験場農業機械部

藤田 保 1098-57I枝幸郡浜頓別町道立天北農業試験場

福原正人I060 I札幌市中央区北 2条西 4丁目 三井ピノレ内 日配札幌駐在所

福家 正直 1055-01 I沙流郡平取町 日高西部地区農業改良普及所

福士郁夫 1019-171秋田県仙北郡神岡町神宮寺宇高野 2番地秋田県立畜産試験場

( G ) I I 

郷司 昭夫 I052 I有珠郡伊達町末永 9 有珠地区農業改良普及所

後藤美城 1060 1札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレンピJレ北海道家畜改良事業団

( H) 

八戸芳夫 I060 

橋立賢二郎 1089-01

橋本孝信 1086-11

橋爪徳三 I080 

端 俊一 I060 

早川晋八 1061-24

早川政市 I082 

早川勝壱 1098-33

札幌市北区北 '9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

上川郡清水町南 3条 2丁目 十勝西部地区農業改良普及所

標津郡中標津町東 4条北 3丁目 北根室地区農業改良普及所

帯広市稲田町 帯広畜産大学酪農学科

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業ヱ学科

札幌市西区手稲富正 227

河西郡芽室町新生 北海道農業試験場畑作部

天塩郡天塩町川口 北留萌地区農業改良普及所

芳 賀六男 1593 1大阪府堺市平岡町 18 3 -'6 マンション平岡 303 (長瀬産業KK)

花ク前 薫 1098-57 I枝幸郡浜頓別町字戸出宗谷家畜保健衛生所

響 順一 1086-16 I標津郡根室標樟町標津農協

東 勝利 I064 

東山啓三 I044 

秀 和利 I097 

広瀬可恒 I060 

平賀即稔 I00 1 

平沢一志 1086-11

平山秀介 I073 

平田征男 I080 

平間英夫 I060 

堀口部夫 I060 

干場秀雄 I080 

干場信司 I0 8 1 

細川泰二 I1 35 

札幌市豊平区豊平 8-9 側ニットウ

函館市赤川通町 205 函館地区農業改良普及所

稚内市潮見町 3了目 宗谷北部地区農業改良普及所

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

札幌市北区北 10条西 4丁目 北海道畜産会

標津郡中標津町 道立根釧畜産試験場

滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

帯広市西 23条北 1丁目 北海道クポタトラクタ販売制道東支社

札幌市中央区大通西 5丁目 全農札幌支所飼料畜産課

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

上川郡新得町 道立新得畜産試験場

東京都江東区東雲 1-9-31 三菱製鋼(楠機械工ンジニヤリング部
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名 郵便番号 所

守

i

n

u

郎

男
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宗
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泉

淵
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今

今
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n
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U

F
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昭

郎

秋太

稚

鉄

道

田

藤

藤

飯

伊

伊

住

札幌市豊平区羊ク丘北海道農業試験場畜産部

札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレン畜産事業本部

河東郡音更町中音更農林省十勝種畜牧場

標津郡中標棒町道立根釧農業試験場

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

伊藤和彦 1 060 1札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

伊藤 亮 10&0-05I河東郡音更町中音更農林省十勝種畜牧場

伊藤国 広 1098-16I紋別郡輿音問T泉町 西紋西部地区農業改良普及所

池 盛重I061-01 1:札幌市豊平区羊ク正北海道農業試験場畜産部

池 内義則 I060 I札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

石川一男 I061-011札幌市豊平区里塚 278 日熊工機側

石坂光男 1098-331 天塩郡天塩町川口北留萌地区農業改良普及所

石束宣 明 I061-01 I札幌市豊平区羊ク正北海道農業試験場物理部

石塚 巌 1099-041紋別郡遠軽町大通北 1了目 東紋西部地区農業改良普及所

五十嵐 辰 夫 1 252 1神奈川県高座郡綾瀬町早川字上原 2743-1 東洋曹達工機槻東京伊院所

五十 嵐 義 任 I086-11 I標津郡中標津町道立根釧農業試験場

井谷定幸 1098-161紋別郡興部町輿音問丁役場農林課

井芹靖彦 I080-01 I河東郡音更町大通 5丁目 十勝北部地区農業改良普及所

市川 舜 I069ーo1 

市川武雄 1098-57

市丸弘幸 1086-11

猪野毛 好 1061-13

入沢充穂 I069-13 

( K ) 

神谷康雄 I060 

門脇 博 I06 1ーo1 

帰山幸夫I06 1ーo1 

上出 純 I098-57 

亀岡敏彦I070 

龍田勝基 I 060 

海江田向信 I060 

加勢 孝 I060 

加藤洋二 I089-15 

金川博光I077 

金川直人 I086-11 

江別市西野幌 58 2 酪農学園大学

枝幸郡浜頓別町旭ク丘 宗谷家畜保健衛生所

標津郡中標津町東 4西 2 北根室地区農業改良普及所標津駐在所

恵庭市島松仲町 石狩南部地区農業改良普及所広島駐在所

夕張郡長沼町東 6線北 15号 道立中央農業試験場

札幌市中央区北 2条西 3丁目京成ピJレ 農用地開発公団北海道支社

札幌市豊平区羊ク丘北海道農業試験場物理部

札幌市豊平区羊ク丘北海道農業試験場畜産部

枝幸郡浜頓別町 道立天北農業試験場

旭川市 8条 12丁目 旭川開発建設部

札幌市北区北 18条西 9丁目 北大獣医学部

札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレン畜産事業本部

札幌市中央区北 4条西 6丁目 北海道開発コンサJレタント株式会社

河西郡更別村字更別十勝南部地区農業改良普及所

留萌市高砂町 留萌開発建設部

標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

c
u
 

oo 



氏 名 郵便番号 住 所

金屋 貞夫 070 旭川市 8条 12丁目 旭川開発建設部農用地課発課

麿橋 需 365 埼玉県鴻巣市大字鴻巣 12 2 7 農事試験場作業技術第 2研究室

柏木 甲 061-01 札幌市豊平区羊ク正 北海道農業試験場畜産部

川上 忠 071-14 上川郡東川町西 4号南 1番地東川町農業協同組合

川上克己 069-01 江別市西野幌酪農学園大学

川島洋三 096 名寄市西 4条南 2丁目 名寄地区農業改良普及所

川原敬治 097 稚内市大黒町 2丁目 3番 14号 ホクレン稚内支所

河崎 嵩 086-11 標律都中標津町字茶志骨パイロット

河内 清 o 0 1 札幌市北区北 10条西 4T目 北海道畜産会

釜 谷重孝 098-33 天塩郡天塩町}11口 北留萌地区農業改良普及所

木原義正 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場畜産部

木村俊範 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学手ヰ

菊地 力 074 深川市 7条 7番 2号北海道電力深川営業所

菊池富治 044 倶知安町南 3条東 8丁目 中後志地区農業改良普及所

木下善之 061-01 札幌市豊平区羊ク正 北海道農業試験場畜産部

桐山優光 069-13 夕張郡長沼町東 6線北 15号 道立中央農業試験場

北 誠 068 岩見沢市並木町 22 空知中央地区農業改良普及所

北村方男 061-01 札幌市豊平区羊ク正北海道農業試験場畜産部

北守 勉 098-57 枝幸郡浜頓551，附 道立天北農業試験場

小竹森 訓 央 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部酪農科学研究施設

小林久男 061-01 札幌市豊平区里塚 278 日熊工機株式会社

小林道彦 060 札幌市中央区北 3条西 7丁目酪農センター内北海道酪農協会

小松芳郎 061-01 札幌市豊平区羊ク正 北海道農業試験場畜産部

小南 豊 080-01 河東郡音更町大通5丁目 十勝北部地区農業改良普及所

小崎正勝 060 札幌市中央区北 3条西 6丁目 北海道農業改良課

朽木 太 071-14 上川郡東川町西 4号南 l番地 大雪地区農業改良普及所東川駐在所

熊谷哲夫 061-01 札幌市豊平区羊ク正 家畜衛生試験場北海道支場

草刈和俊 001 札幌市北区北 10条西 4丁目 北海道畜産会

黒沢不二男 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

黒沢弘道 086-11 標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

近藤知彦 041-12 亀田郡大野町 道南農業試験場

近藤久和 060 本U陽市中刻~北 4条西 6丁目北 4条ピルヰり鎚開発コンサJレタント桝濃業開発部

工藤吉夫 061-01 札幌市豊平区羊クE 北海道農業試験場畜産部

( M) 

前田善夫 073 滝川市東滝川道立滝川畜産試験場

松明繁夫 069-13 夕張郡長沼町東 6線北 15号道立中央農業試験場
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060 

060 

078-17 

080 

060 

o 8 1 

080 

00 1 

085-11 

060 

060 

060 

098-55 

088-23 

061-01 

052 

086-11 

067 

098-33 

081 

061-01 

063 

061-01 

077 

061-01 

080 

080 

061-01 

080 

080-12 

060 

060 

095 

098-33 

060 

049-56 

住 所

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

11 // 

上川郡上川町役場内 上川中央地区農業改良普及所

帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

上川郡新得町 道立新得畜産試験場

帯広市稲田町 帯広畜産大学酪農学科

札幌市北区北 10条西 4丁目 北海道畜産会

阿寒町鶴居村幌目 幌呂農業協周組合

札幌市中央区北 3条西 6丁目 北海道農地調整課

札幌市中央区一北 2条西 19丁目 札幌開発総合庁舎内紛)北詳転董開発協会

札幌市中央区大通東 1丁目 北笥喝サービス課

枝幸郡中頓別町 宗谷中部地区農業改良普及所

川上郡標茶町川上町 釧路北部地区農業改良普及所

札幌市豊平区羊ク丘 北海道農業試験場物理部

伊達市末永町 74 伊達農協営農部

標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

江別市 1条 2丁目江別市農協内石狩南部地区農業改良普及所江JJI.居室所

天塩郡天塩町，天塩町役場産業課

上川郡新得町 道立新得畜産試験場

札幌市豊平区羊ク丘北海道農業試験場

札幌市中央区北 4条西 2丁目ユニオンピノレ相曜荷畜勘衛生指導協会

札幌市豊平区羊ク丘北海道農業試験場畜産部

留萌市高砂町 南留萌地区農業改良普及所

札幌市豊平区羊ク正北海道農業試験場草地開発第一部

帯広市稲田町 帯広畜産大学酪農学科

帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

札幌市豊平区羊ク正 北海道農業試験場草地開発第一部

帯広市西 13南 17 -2 日熊工機械帯広出張場

河東郡音更町大通 5丁目 十勝北部地区農業改良普及所

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業経済学科

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

士別市東 2条 11丁目 士別地区農業改良普及所

天塩郡天塩町字川口 北留萌地区農業改良普及所

札幌市中央区北 3条西 3丁目富士ピJレ 三晃化学側

虻田郡虻田町入江公宅 10号
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氏 名 郵便番号 住 所

森田 修 069-01 江別市大麻東町 21 -8 

棟方惇也 00 1 札幌市北区北 10条西 4丁目 北海道畜産農協連合会

村井信仁 082 河西郡芽室町新生道立十勝農業試験場

村上明弘 098-41 天塩郡豊富町大通り 宗谷北部地区農業改良普及所

村田正則 098-57 枝幸郡浜頓別町 浜頓別農協畜産センター

( N ) 

中園 稔 096 名寄市緑ク正 3:-3 名寄農業高校

中川忠昭 086-11 標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

中垣 成 019-17 秋田県仙北郡神岡町神宮寺字高野 秋田県立畜産試験場

中本憲治 062 札幌市豊平区月寒東 4条 9丁目 北海道開発コンサJレタント KK

中野 j順衛 060-91 札幌市東区苗穂町 6丁目 36 雪印乳業側酪農部

中沢 功 082 河西郡芽室町新生北海道農業試験場畑作部

名久井 忠 082 " " 
永 田俊郎 098-57 枝幸郡浜頓別町 道立天北農業試験場

長野 宏 099-44 斜里郡清里町羽衣南区 斜網東部地区農業改良普及所

長尾節也 098-41 天塩郡豊富町西 1条 2丁目 宗谷北部地区農業改良普及所

長岡英之 098-33 天塩郡天塩市宇川口 北留萌地区農業改良普及所

長沢 滋 094 紋別市幸町 6丁目 網走支庁総合庁舎 西紋東部地区農業改良普及所

南部 '悟 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

楢崎 昇 069-01 江別市西野幌 582 酪農学園大学

西部圭 098-41 天塩郡豊富町西 1条 5丁目 宗谷北部地区農業改良普及所

西部慎三 061-01 札幌市豊平区羊ク正 北海道農業試験場企画連絡室

西本義典 08'5 釧路市黒金町 12丁目 北農中央会釧路支部

西村充 05 1 室蘭市幸町 9-1 1 胆振支庁経済部農務課畜産係

西埜 進 069-01 江別市西野幌 582 酪農学園大学

西野広幸 070 旭川市 8条 12丁目 旭川開発建設部農用地開発課

西塚直久 061-05 樺戸郡月形町 空知中部地区農業改良普及所月形駐在所

野 田哲治 088-14 厚岸郡浜中町茶内 浜中農協

野村 喬 069-01 江別市西野幌 582 酪農学園大学

野村 貞 068 岩見沢市並木町 22 空知中央地区農業改良普及所

納田 裕 086-11 標津郡中標津町東 4条北 3丁目 北根室地区農業改良普及所

( 0 ) 

岡 回 清 061-01 札幌市豊平区羊ク正 北海道農業試験場畜産部

岡村俊民 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

岡本明治 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学草地生態学教室

岡本全弘 081 "上川郡新得町 道立新得畜産試験場
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標捧郡根室標語住町役場 農林課

上川郡上富良野町役場内 農業改良普及所

札幌市豊平区東月寒 27 北海道家畜改良事業団道央事業所

東京都江東区東雲 1-9-31 三菱製鋼側機械事業部

札幌市東区百穂町 36 サツラク農協

上川郡新得町 新得畜産試験場

札幌市北区北 10条西 4丁目 北海道畜産会

虻田郡留寿都村字留寿都 南羊蹄地区農業改良普及所 留寿都駐在所

所

網走郡美幌町役場

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

大槻清彦 1061-011札幌市豊平区羊ク丘北海道農業試験場畜産部

大久保正彦 1060 1札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

大浦義教 1060 1札幌市中央区北 3条西 7T目酪農センター北海道酪農検査所

大森昭二 1 08 1 1上川郡新得町道立新得畜産試験場

大根田 裏 I060 

大川勇三郎 I1 0 1 

小野哲也 I080 

札幌市中央区北 3条西 7丁目 北海道農業改良課専技室

東京都千代田区大朝日-8 -3 全農東京業務支所

帯広市稲田町帯広畜産大学農業工学科

小野瀬 勇 1088-231川上郡標茶町桜町釧路北部地区農業改良普及所

小川 薫 I097 I稚内市大黒 2丁目 ホクレン稚内支所

小川 博 1071-021上川郡美瑛町中町 2丁目 大雪地区農業改良普及所

小倉紀美 1086-111標痔郡中標津町道立根釧農業試験場

小沢行雄 I.06 1 -0 1 I札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場農業物理部

近江嘉博 1040 1函館市五棲郭町 26番地 8号渡島家畜保健衛生所

近江谷和彦 I060 I札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

( s ) 
佐野信一 I073 

匂坂昭吾 I073 

滝川市東滝川道立滝川畜産試験場

11 11 

沢村 浩 1061-011 札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場草地開発第一部

沢 口 明 1059-241静内郡静内町字御幸町 日高中部地区農業改良普及所

沢口則昭 I060 札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレン種苗課

斎藤 亘 1069-131 夕張郡長沼町北長沼道立中央農業試験場農機部

斎藤 斉 1089 I河西郡更別村字更別南 2線 92 十勝南音附豆農業支良普及所更思駐在所

斎藤 利 雄 1098-331 天塩郡天塩町川口北留萌地区農業改良普及所

斎藤和郎 I020 I岩手県盛岡市緑ク正 2丁目 15 -2 5 

酒井義広 1099-211 常目郡端野町字端野端野農協

酒井富吉 1099-141 常呂郡訓子府町北見農業試験場

桜井 允 1069-131 夕張郡長沼町東 6線北 15号道立中央農業試験場畜産部
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氏 名 郵便番号 住 所

佐原浩二 5 9 1 堺市北条町 2丁目 43 6の 19 

佐藤良明 060 柏幌市中央区北4条西6丁目北4条ピJレ ヰ悌遊説コンサJレタント(欄農業開発部

佐藤 博 060 相幌市北区北 18条西 9丁目 北大獣医学部

佐藤允信 08 1 上川郡新得町字新得 十勝西部地区農業改良普及所新得町駐在所

佐藤繁雄 088-23 川上郡標茶町字川上町 釧路北部地区農業改良普及所

佐藤 実 098-62 宗谷郡猿払村宇鬼志別 宗谷中部地区農業改良普及所猿払村駐在所

佐藤 拓次郎 079-01 美唄市美唄 1610-1 専修大学北海道短期大学

佐藤正 治 060 札幌市中央区北 1条西 7丁目農林会館内石狩中部地区農業改良普及所

佐藤正三 098-57 枝幸郡浜頓別町 道立天北農業試験場!

関谷 生岡吉司 080 帯広市西 23条北 1T目 北海道クボタトラクタ販売側道東支社

曽根章夫 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

曽 山茂夫 098-22 中川郡美深町字敷島 12 1 上川北部地区農業改良普及所

笹島克己 069-13 夕張郡長沼町 道立中央農業試験場農業機械部

杉山英夫 001 札幌市中央区北 10条西 4丁目畜産会館 北海道畜産会

杉原敏弘 061-01 札幌市豊平区羊ク丘北海道農業試験場畜産部

住吉正次 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

首藤新一 060 札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレン畜産事業本部

鈴木省三 080 帯広市稲田町帯広畜産大学酪農学科

鈴木 昇 05 8 -02 幌泉郡えりも町字歌別北海道襟裳肉牛牧場

菅井聖二 080-05 河東郡音更町中音更 農林省十勝種畜牧場

佐々木春夫 034 青森県十和田市三本木字下平 60 佐々木農機株式会社

寒河江洋一郎 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

背戸 暗 098-33 天塩郡天塩町川口 北留萌地区農業改良普及所

赤城望也 060 札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレン種苗課

白波瀬幸男 099-31 網走市字北浜 214

白井俊 三 065 札幌市東区苗穂町 3丁目 サツラク農業協同組合!

四十万谷吉郎 061-01 札幌市豊平区羊ケ正北海道農業試験場畜産部

志摩忠男 060 札幌市中央区北 3条西 6丁目 道庁畜産課

篠原紀世史 082 河西郡芽室町新生 道立十勝農業試験場

進藤重信 060 札幌市中央区北 2条西 3丁目京城ピル 農用地開発公団北海道支社

新谷富雄 060 札幌市中央区北 3条西 6丁目 道庁酪農草地課

島田実幸 069-13 夕張郡長沼町北長沼 道立中央農業試験場農業機械部

( T ) 

玉木哲夫 08 1 上川郡新得町 道立新得畜産試験物

多国重雄 060 札幌市北区北 19条西 9丁目 北大農学部第 2農場

田中正俊 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場
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氏 名 郵便番号 所

田中 慧 1099-14

田中貞美 I079ーo1 

田島信一 1080-05

高井宗宏 I060 

高石克己 I060 

高橋俊行 I036 

高橋和夫 I065 

高橋英紀 I06 O 

高橋哲雄 I080-24 

高畑英彦 I080 

高倉正臣 I073 

高野信雄 I329-27 

高瀬 昇 I082 

高瀬正美 1098-16

高安一郎 I036 

滝沢寛禎 I073 

武田太一 I036 

住

常日郡訓子府町a駒呈 ホクレン種畜改良牧場

美唄市美唄 1610-1 専修大学北海道短大

河東郡音更町中音更農林省十勝種畜牧場

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレン畜産飼料課

弘前市文京町 弘前大学農学部農業工学科

札幌市東区北 34条東 1'0丁目

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

帯広市西 22条北 1丁目 14番地東洋農欄喝

帯広市稲田町帯広畜産大学農業工学科

滝川市東滝川道立滝川畜産試験場

栃木県那須郡西那須野町 農林省草地試験場牧草部

河西郡芽室町新生北海道農業試験場畑作部

紋別郡興部長泉町 西紋西部地区農業改良普及所

弘前市文京町 弘前大学農学部

滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

弘前市文京町 弘前大学農学部農業工学科

武田 明 1060 1札幌市中央区北 3条西 7丁目酪農センター内北海道農業開発公社

竹薗 尊 1061-011本幌市豊平区羊ク正 1 北海道農業試験場物理部

竹内 寛 I060 

丹代建男 1099"":14

札幌市中央区北 3条西 7丁目 北海道農業会議

常呂郡訓子府町祢生 道立北見農業試験場

谷口隆一 1 0 7 3 1滝川市東滝川道立滝川畜産試験場

寺尾 日出男 I060 I札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

寺島 正 1098-011上川郡和寒町農協内士別地区農業改良普及所和寒町駐在所

庸野 保 1061-01 1;札幌市豊平区羊ク正北海道農業試験場草地開発第一部

鳥山正雄 I060 I札幌市中央区大通西 5丁目 全農札幌支所飼料畜産部

所 和暢 1073 1滝川市東滝川道立滝川畜産試験場
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戒

川

枝

川

松

泊

時

豊

坪

札幌市東区北 19条東 4丁目 北原電牧株式会社

苫小牧市表通 15 -1 4 ホクレン苫小牧支所

弘前市文京町 弘前大学農学部

11 11 

土 田 鶴 吉 108 9....， 0 1 1上川郡清水町下美蔓 日本酪農協同農場付U幌市西区有田富岡 187-28)

土谷紀明 1080-241帯広市西 21条北 1丁目土谷特殊農業機具製作所

土屋 馨 1086-021野付郡別海町別海新栄町南根室地区農業改良普及所

堤 義雄 1060. I札幌市北区北 9条西 9丁目北大農学部畜産学科

常松 哲 1079-01I美唄市美唄 16 1 0 専修大学北海道短期大学
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氏 名 郵便番号 住 所

( u ) 

上野嘩男 080-05 河東郡音更町中音更 農林省十勝種畜牧場

上田義彦 1 04 東京都千代田区有楽町 1丁目 9番 2号農林中央金庫ピJレ内 全酪連

上村慶治 060 札幌市中央区北 4条西 2丁目 ヤンマー農機械技術研究所

上山英一 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部酪農科学研究施設

宇那木宏昌 078-02 旭川市永山町 7丁目 46ノ 1 全農北海道講習所

裏 悦次 o 8 1 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

浦上 清 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学

梅津典昭 1 5 1 東京都渋谷区代々木 1丁目 37番地酪農会館ピノレオリオン機側帯営業部

梅田安治 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

鵜沼緑野 088-14 厚岸郡浜中町茶内 釧路東部地区農業改良普及所

魚津明彦 085 釧路市黒金町 12丁目 10 釧路農協連

(W) 

鷲田 昭 060-91 札幌市東区百穂町 36 雪印乳業側酪農部

和田 晴 001 札幌市北区北 10条西 4丁目 北海道競馬事務所

渡辺 寛 o 81 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

渡辺正雄 098-57 枝幸郡浜頓別町北オホーツク畜産センター

渡辺信吾 060 札幌市中央区北 1条西 17丁目北都ピノレ 北海ヰセキ農機販売側

( Y) 

安田昭彦 085 釧路市幣舞町 北海道開発局釧路開発建設部

保田 博 062 札幌市中央区北 4条西 6丁目 北海道開発コンサノレタント側

山 口晃甫 060 札幌市中央区北4条西 1丁目 北農中央会

山田勝美 069-13 夕張郡長沼町東 6線北 15号 道立中央農業試験場経営部

山田正義 068-07 夕張市沼の沢 102 空知南東部地区農業改良普及所

山本和博 062 札幌市豊平区豊平 3条 6丁目 スター農機(楠

山本 勲 00 1 札幌市北区北 10条西 4丁目 北海道畜産会

山島 由光 082 河西君際室町新生道立十勝農業試験場

山崎了介 001 札幌市北区北 10条西 4丁目 北海道畜産会

山下陽照 082 河西郡芽室町宇美生側ノーサン・フアーム帯広農場

米 内山昭和 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

米田裕紀 073 11 11 

梁川 良 060 札幌市北区北 18条西 9丁目 北大獣医学部

吉田富穂 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

吉田 稔 061-24 札幌市西区手稲富丘 187

吉田寿一 098-57 枝幸郡浜頓別町 浜頓別役場

吉田 '悟 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場
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氏 名 郵便番号 住 所

亡口と 田 男 079-01 美唄市美唄 16 10-1 専修大学北海道短期大学

=口と 田則 人 080 帯広市稲田町帯広畜産大学草地学科

吉井栄治 060 札幌市中央区北 3条西 7丁目水産ピJレ 北海道農業開発公社

吉谷川 泰 099-14 常呂郡訓子府町駒里 ホクレン種畜改良牧場

芳垣 勲 530 大阪市北区茶屋町 62 ヤンマー農機掬技術研究所

弓座澄夫 089-36 中川郡本別町字仙美里 北海道農業大学佼

八幡林芳 694-01 島根県大田市川合町 中国農業試験場畜産部

八木 孝 002 札幌市北区篠路 24 6 -2 7 

L一一一一

(計 34 6名)
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編集後記

0第 10号をお届けします。しかし、不手際から発行日が大幅に遅れてしまったことを、まずはお詫

び申し上げます。

。本号は、ごらんのよう K、第 17回大会「乳牛管理のシステム化」のシンポジウムを中心に編集し

ました。ただし、当日話題提供をされた講師の方々の中で稲継新太郎氏(十勝種牧場)が転出されてし

まいましたので、急ぎ伊藤亮課長Kピンチヒッターとして執筆願い、またほかの講師の方々からは、講

演内容をさら K深めた原稿を頂載できました口したがって、討論要旨とは必ずしも密着していませんが、

単なる講演要旨ではなく総説ないしは論文と考えて戴きたいと思います。

。はじめての試みとして、シンポジウム討論要旨を掲載しました。討論内容をできるだけ適確K表現

するようにつとめましたが、全く誤りなしとはしませんo この点発言された方々の御容赦をお願い申し

上げておきます。

。本年度総会で申し上げた通り、次の第 1 1号は創立 10周年記念号とする予定で、内容Vてついては

事務局で寄り寄り検討中です口この 10年間の実績を基礎にさらなる発展を期待したいと思います。

( 5 O. 1 2. 6 Y. A ) 

北海道家畜管理研究会報 第10号
昭和 50年 12月 8日 印刷

昭和 50年 12月 25日発行
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北海道家畜管理研究会々則

第 1 条 本会は北海道家畜管理研究会と言い、その事務局を北海道大学農学部に置く。

第 2 条 本会は家畜管理等における機械化、省力化、衛生管理並ぴにその経済性などに関す

る研究の促進及びその健全な普及を図ることを目的とする。

第 3 条 本会は目的を達成するために次の事業を行う。

1 講演会及び研究会の開催。

2 機関誌の刊行。

3 その他本会の目的を達するに必要とする事業。

第 4 条 本会は本会の目的に賛同する個人及ぴ団体で構成する。

第 5 条 本会は役員として会長 l名、副会長 1名、評議員、幹事、各若干名及ぴ監事 2名を

おく。役員の任期は 2ヶ年とする。但し再任を妨げない。会長は会務を総理し、本

会を代表する。評議員は講演会、研究会その他本会の目的達成に必要とする事業を

企画し評議する。幹事は庶務、会計、編集その他日常業務を執行する。なお、本会

には顧問をおくことが出来る。

第 6 条 評議員、監事は総会において会員より選任する。会長及び副会長は評議員より互選

し総会において決定する。幹事は会長の委嘱による。

第 7 条 会員を分けて普通会員及び賛助会員とし、普通会員は個人とし、その会費は年 500

円とする。賛助会員は個人又は団体で、その会費は年 l口5，000円、 1口以上と

する。

第 8 条 総会は毎年 l回開催し、会の運営に関する重要な事項を決定する。必要に応じて臨

時総会を聞くことが出来る。

第 9 条 本会の会計年度は 4月1日より翌年 3月31日までとする。

第 10条 本会々則の変更は総会の決議によらなければならない。




